
奈良県南部振興基本計画

奈良県東部振興基本計画

平成２８年度アクション・プラン

平成２８年３月

奈　良　県





1 訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

（１）魅力を発見する、創る ・・・・・・・・・・・ 1

（２）知ってもらう ・・・・・・・・・・・ 7

（３）訪れてもらう、体験してもらう ・・・・・・・・・・・ 11

2 住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（１）働きやすくする ・・・・・・・・・・・ 20

（２）暮らしやすくする ・・・・・・・・・・・ 41

（３）いざというときに備える ・・・・・・・・・・・ 51

（４）移り住んでもらう ・・・・・・・・・・・ 63

・・・・・・・・・・・ 69

目　　　次

南部及び東部振興基本計画の推進



　アクション・プラン作成の趣旨　アクション・プラン作成の趣旨　アクション・プラン作成の趣旨　アクション・プラン作成の趣旨

　アクション・プランの見方　アクション・プランの見方　アクション・プランの見方　アクション・プランの見方

このアクションプランは、南部振興基本計画及び東部振興基本

計画に掲げる目指す姿である「頻繁に訪れてもらえる地域になる

（交流の促進）」と「住み続けられる地域になる（定住の促進）」）を

実現するため、県が実施・支援する取組をスケジュールとともに具

体的に記載するものです。

アクションプランはPDCAサイクルにより検証、見直しを行い、毎

年度策定します。

１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）
【主な取り組みの工程表】主な取り組み①特色ある食と宿泊施設等の整備推進　　01 地域の食と農を活かした宿泊施設         整備　　　　（マーケティング課）　　02 特色ある宿泊施設整備　　　　（地域産業課・企業立地推進課）②美しい景観づくり　　01 「なら四季彩の庭」づくり　　　　（景観・自然環境課）　　02 地域で育む里山づくり　　　　（森林整備課）【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名1-(1)-①-01地域の食と農を活かしたぐるっとオーベルジュ推進事業 【マーケティング課】1-(1)-①-02宿泊施設総合支援事業 【企業立地推進課】1-(1)-②-01「なら四季彩の庭」づくり普及推進事業【景観・自然環境課】

市町村・地元団体等の支援、植栽計画の広報・普及

市町村や地元団体等との協働関係を構築していくため、植栽計画の積極的な広報等を実施  「なら四季彩の庭」シンボルマークを使用したプレートの設置  植栽ジャーナルの作成、配布 ○ ○H28年度予算 3,313 千円
H27年度2月補正 5,400 千円宿泊施設立地促進にかかる立地環境等のＰＲ宿泊施設の創業・開業又はリニューアルに対する制度融資等の支援紹介宿泊施設創業促進のためのワンストップサービスの実施 ○ ○H28年度予算 848 千円

事業内容 南部 東部過疎地域（南部・東部）におけるネットワーク化の推進により当地域への滞在周遊型観光の展開を図るための基本方針等の策定に対して補助を行う　食と農の連接による整備基本計画策定支援 ○ ○
実施実施

平成３２年度実態調査基本計画 オーベルジュ整備推進

（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

【【【【目標目標目標目標】】】】 特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を向上させます。向上させます。向上させます。向上させます。【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】 ⇒⇒⇒⇒特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。⇒⇒⇒⇒美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。⇒⇒⇒⇒地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。⇒⇒⇒⇒多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。
取組の中項目 目指す姿（取組の大項目）

取組の小項目

事業名担当課 H28年度当初予算 南部振興基本計画記載
東部振興基本計画記載

H27年度2月補正予算



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る
１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①特色ある食と宿泊施設等の整備推進　　01 地域の食と農を活かした宿泊施設         整備　　　　（マーケティング課）　　02 特色ある宿泊施設整備　　　　（地域産業課・企業立地推進課）②美しい景観づくり　　01 「なら四季彩の庭」づくり　　　　（景観・自然環境課） 市町村・地元団体等の支援、植栽計画の広報・普及　　02 地域で育む里山づくり　　　　（森林整備課）③地域資源を活用した魅力づくり　　01 自然景観・伝統芸能を活用した魅力　　　　づくり　　 　　（南部東部振興課、ならの観光力向上　　　　　課、マーケティング課、農村振興課） 調査・検討・構想策定・支援　　02 歴史・スポーツ・文化を活用した魅力　　　　づくり　　　　（南部東部振興課、文化資源活用課、　　　　 観光プロモーション課、平城宮跡事業　　　　 推進室、公園緑地課） 調査・検討・支援・活用・飛鳥京跡苑池の公有化、遺構整備　　03 地域交流施設の活用         （うだ・アニマルパーク振興室、畜産課、　　　　 公園緑地課） 整備検討・各種イベントの開催④多様なスポーツ施設の整備　　01 スポーツ・文化活動施設の充実　　　　（南部東部振興課）　　02  （仮称）京奈和自転車道の整備　　　　 （道路環境課）

実施
実施

（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る（１）魅力を発見する、創る

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

検討・支援 整備検討

平成３２年度実態調査基本計画 オーベルジュ整備推進

【【【【目標目標目標目標】】】】 特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を特色ある観光基盤の整備を推進し、南部・東部地域の魅力を

向上させます。向上させます。向上させます。向上させます。

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】 ⇒⇒⇒⇒特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。特色ある食と宿泊施設の整備を推進します。

⇒⇒⇒⇒美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。美しい景観づくりを推進します。

⇒⇒⇒⇒地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。地域資源を活用した魅力づくりを推進します。

⇒⇒⇒⇒多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。多様なスポーツ施設の整備を推進します。
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名1-(1)-①-01地域の食と農を活かしたぐるっとオーベルジュ推進事業 【マーケティング課】1-(1)-①-02宿泊施設総合支援事業【企業立地推進課】1-(1)-①-02奈良の飲食店・宿泊施設育成支援資金（宿泊施設分）利子補助事業【企業立地推進課】1-(1)-①-02制度融資（創業支援資金（飲食店認定枠）） 【地域産業課】1-(1)-①-02制度融資（既存事業者による宿泊施設開業支援資金） 【地域産業課】1-(1)-①-02制度融資（宿泊施設増改築・設備整備支援資金） 【地域産業課】

事業内容 南部 東部過疎地域（南部・東部）におけるネットワーク化の推進により当地域への滞在周遊型観光の展開を図るための基本方針等の策定に対して補助を行う　食と農の連接による整備基本計画策定支援 ○ ○H27年度2月補正 5,400 千円宿泊施設立地促進にかかる立地環境等のＰＲ宿泊施設の創業・開業又はリニューアルに対する制度融資等の支援紹介宿泊施設創業促進のためのワンストップサービスの実施 ○ ○H28年度予算 848 千円奈良の飲食店・宿泊施設育成支援資金（制度融資）を利用した宿泊施設事業者に対する利子補給補助 ○ ○H28年度予算 15,385 千円優れた事業計画により飲食店を創業しようとする者を対象とする資金　　　資金使途　　　　設備・運転　　　融資期間　　　　7年以内　　　貸付限度額　　 15百万円　　　融資利率　　　　0.000％　　　貸付枠　　　 　　1.5億円 ○ ○H28年度予算 3,673 千円宿泊施設を開始することにより事業の転換又は多角化を図ろうとする者、県内の既存宿泊施設事業者で新たに宿泊施設を開業しようとする者を対象とする資金　　　資金使途　　　　設備・運転　　　融資期間　　　　設備15年以内　運転7年以内　　　貸付限度額　　 280百万円　　　融資利率　　　　1.975％　　　貸付枠　　　 　　5億円 ○ ○H28年度予算 5,598 千円宿泊施設の増改築及び設備の設置を行おうとする県内の既存宿泊施設事業者を対象とする資金　　　資金使途　　　　設備　　　融資期間　　　　15年以内　　　貸付限度額　　 280百万円　　　融資利率　　　　1.975％　　　貸付枠　　　 　　6億円 ○ ○H28年度予算 7,272 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る事業名 事業内容 南部 東部1-(1)-①-02制度融資（創業支援資金（宿泊施設認定枠）） 【地域産業課】1-(1)-②-01「なら四季彩の庭」づくり普及推進事業【景観・自然環境課】1-(1)-②-01「なら四季彩の庭」づくり連携推進事業【景観・自然環境課】1-(1)-②-01植栽協働管理推進事業【景観・自然環境課】1-(1)-②-01植栽整備推進補助金【景観・自然環境課】1-(1)-②-01歴史的風土保存買入地整備事業【景観・自然環境課】1-(1)-②-01曽爾高原ススキ景観向上事業【景観・自然環境課】

優れた事業計画により宿泊施設を創業しようとする者を対象とする資金　　　資金使途　　　　設備・運転　　　融資期間　　　　7年以内　　　貸付限度額　　 15百万円　　　融資利率　　　　0.000％　　　貸付枠　　　　 　1.5億円 ○ ○H28年度予算 2,914 千円市町村や地元団体等との協働関係を構築していくため、植栽計画の積極的な広報等を実施  「なら四季彩の庭」シンボルマークを使用したプレートの設置  植栽ジャーナルの作成、配布 ○ ○H28年度予算 3,313 千円植栽計画を推進するため、県・市町村・地元団体等で構成されるエリア協議会等の設立及び活動を推進　アドバイザーの派遣、先進事例の紹介等 ○ ○H28年度予算 750 千円植栽計画のエリア内における植栽整備後の維持管理について、地元団体等との協働による取組を定着させるため、県整備箇所の維持管理を行う地元団体等に対し支援 ○ ○H28年度予算 200 千円植栽計画エリア内において、植栽等による景観の向上に取り組む市町村や地元団体等に対し補助  対象  景観阻害要因の排除、玄関口や移動空間の魅力向上、眺望景観の向上等 ○ ○H28年度予算 28,000 千円明日香村第2種地区　管理用道路整備 ○H28年度予算 5,586 千円ススキの衰退原因である人の踏み荒らし等を防止するため、侵入防止柵及び案内板を設置 ○H28年度予算 18,426 千円3



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る事業名 事業内容 南部 東部1-(1)-②-02里山づくり推進事業（地域で育む里山づくり事業） 【森林整備課】1-(1)-③-01がんばる明日香支援事業【南部東部振興課】1-(1)-③-01奥大和魅力創出モデル検討事業【南部東部振興課】1-(1)-③-01奥大和振興プロジェクト検討事業【南部東部振興課】1-(1)-③-01東部をよくするプロジェクト推進事業【ならの観光力向上課】1-(1)-③-01眺望のいいレストラン支援事業【マーケティング課】
1-(1)-③-01農村資源を活用した地域づくり事業

【農村振興課】

ＮＰＯやボランティア団体等の協力を得ながら、放置され荒廃した里山の景観や機能を回復　実施主体　明日香村外10市町村（森林環境保全基金活用事業） ○ ○H28年度予算 5,300 千円明日香村の歴史的風土の創造的活用を図る事業を支援するための、国の制度と連動した交付金の交付 ○H28年度予算 37,500 千円地域の特徴を活かした、くらしやすくにぎわいのある地域社会を構築するため、住民が自ら検討する取組を支援 ○ ○H28年度予算 2,850 千円南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げる具体的な取組の実現に向けた検討 ○ ○H28年度予算 7,200 千円地域振興のため設置された大和高原（東吉野）観光振興協議会による連携事業に対する負担金 ○H28年度予算 3,090 千円県産農産物を活用した奈良の美味しい食と素晴らしい眺望を楽しめる飲食店への支援　パンフレット等共通PRツールの作成　雑誌への記事掲載等広報活動の実施  ＨＰ英語紹介ページ作成　食と眺望に関するシンポジウム開催　研修会の開催 ○ ○H28年度予算 1,950 千円農村景観や農産物など魅力ある地域資源を活用した農村地域の活性化を図るため、都市農村交流など地域が参画した活動を推進　・地域協議会の設置・運営に関して支援　・地域づくり実践活動への支援　　全県で行われる地域活動支援に係る業務を（仮称）農村づくり協議会に委託し、協議会を通じて、各地域を支援するとともに取組を県民へＰＲする。また、地域づくり活動を支援出来る人材を育成し、支援する体制を整える ○ ○H28年度予算 2,800 千円
4



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る事業名 事業内容 南部 東部1-(1)-③-02室生埋蔵文化財整理収蔵センターの活用 【文化資源活用課】
1-(1)-③-02スポーツ・文化活動による交流促進事業

【南部東部振興課】1-(1)-③-02巡る奈良推進事業【観光プロモーション課】1-(1)-③-02飛鳥・藤原地域魅力向上事業【平城宮跡事業推進室】1-(1)-③-02公園等活用検討事業（飛鳥板蓋宮跡地活用手法検討）【公園緑地課】1-(1)-③-03うだ・アニマルパーク周辺環境整備事業【うだ・アニマルパーク振興室】1-(1)-③-03公園等活用検討事業（みつえ高原牧場活用手法検討）【公園緑地課・畜産課】

室生埋蔵文化財整理収蔵センターを古代史・記紀学習等の場として活用　ゼミナール形式による講習会を開催 ○H28年度予算 240 千円市町村のインターハイ開催を契機とした施設整備に係る地方債元利償還金相当額の一部に対し、事業実施の翌年度に補助負担区分　県1/2・市町村1/2奥大和地域へオフシーズンに部活動合宿や勉強合宿を誘致するため、合宿経費に対し補助　対　　象  小学生から大学生　要　　件  延べ宿泊数が20人泊以上　補 助 額　1,000円／泊  対象期間　平成28年12月～平成29年３月 ○ ○
H28年度予算 11,243 千円滞在周遊型観光の推進に向け、「巡る奈良」をキーワードに、テーマ性のある事業を展開・巡る奈良ホームページ等により南部・東部地域への誘客促進・「祈りの回廊」秘宝・秘仏特別開帳　ほか ○ ○H28年度予算 28,000 千円飛鳥・藤原宮跡及びその周辺地域の歴史的資産を保存・活用するための基礎調査　飛鳥京跡苑池保存整備に向けた設計等 ○H28年度予算 46,880 千円県立公園等をより県民に親しんでもらえる場とするための検討（内、飛鳥板蓋宮跡地の活用手法を検討） ○H28年度予算 9,000 千円周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周辺の市道・駐車場等の交通環境の整備に対し補助 ○H28年度予算 12,788 千円県立公園等をより県民に親しんでもらえる場とするための検討（内、公園的観点からみつえ高原牧場の活用手法を検討） ○H28年度予算 3,000 千円5



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（１）魅力を発見する、創る事業名 事業内容 南部 東部1-(1)-③-03みつえ高原牧場活用検討事業 【畜産課】1-(1)-④-01奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】【南部東部振興課】1-(1)-④-02(仮称）京奈和自転車道整備事業【道路環境課】

畜産の生産額の増加と地域の活性化に向けた、みつえ高原牧場への畜産団地、家畜排せつ物処理施設、観光施設等の整備等について検討 ○H28年度予算 31,000 千円南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げる具体的な取組の実現に向けた検討 ○ ○H28年度予算 7,200 千円自転車による観光交流や地域振興を図るため、京都・奈良・和歌山を結ぶ自転車道を整備　実施設計、路面標示、舗装工事等 ○H28年度予算 128,800 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう
１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

（２）知ってもらう（２）知ってもらう（２）知ってもらう（２）知ってもらう

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①情報発信の強化　　01 雑誌、Ｗｅｂ、映像等による情報発信　　　　（移住・交流推進室、うだ・アニマル　　　　 パーク振興室、観光プロモーション          課、ならの観光力向上課） 様々な媒体等による情報発信　　02 集客施設等での情報発信　　　　（南部東部振興課、移住・交流推進室　　　  　観光プロモーション課、ならの観光力　　　　　向上課） 情報発信　　03 首都圏や関西圏等での情報発信　　　　（移住・交流推進室、観光プロモー          ション課） 奈良まほろば館、主要駅などでの効果的な情報発信　　04 外国人観光客への情報発信　　　　（移住・交流推進室、観光プロモー　　　　 ション課） ガイドブック作成・海外プロモーション・情報発信

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度
【【【【目標目標目標目標】】】】 観光客数を増やすとともに南部・東部地域のファンを増やすため、観光客数を増やすとともに南部・東部地域のファンを増やすため、観光客数を増やすとともに南部・東部地域のファンを増やすため、観光客数を増やすとともに南部・東部地域のファンを増やすため、

地域の情報発信を強化地域の情報発信を強化地域の情報発信を強化地域の情報発信を強化します。します。します。します。

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】 ⇒⇒⇒⇒奥大和の情報発信を積極的に行います。奥大和の情報発信を積極的に行います。奥大和の情報発信を積極的に行います。奥大和の情報発信を積極的に行います。

⇒⇒⇒⇒観光案内所での情報発信や連携イベントを積極的に観光案内所での情報発信や連携イベントを積極的に観光案内所での情報発信や連携イベントを積極的に観光案内所での情報発信や連携イベントを積極的に

行います。行います。行います。行います。

⇒⇒⇒⇒情報交流を進め、地域のファンづくりを行います。情報交流を進め、地域のファンづくりを行います。情報交流を進め、地域のファンづくりを行います。情報交流を進め、地域のファンづくりを行います。
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名
1-(2)-①-01奥大和プロモーション事業

【移住・交流推進室】1-(2)-①-01「うだ」の魅力発信事業【うだ・アニマルパーク振興室】1-(2)-①-01巡る奈良推進事業【再掲】【観光プロモーション課】1-(2)-①-01吉野・天川・十津川宿泊観光推進事業【ならの観光力向上課】1-(2)-①-02大手百貨店連携プロモーション事業【移住・交流推進室】1-(2)-①-02観光情報発信事業【観光プロモーション課】

事業内容 南部 東部大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載大手宿泊予約サイトに特集ページを掲載スマートフォンアプリに特集ページ等を掲載動画「美しき日本」の制作・配信及び英語字幕の作成首都圏の主要駅のデジタルサイネージに広告を掲出東吉野村を舞台とした映画の制作に対し補助首都圏で映画の上映会を開催し、映画の舞台となった奥大和の魅力を発信 ○ ○
H28年度予算 27,749 千円うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力発信  地域振興に資するイベントの開催　来園者の増加に向けたメディア等への情報発信 ○H28年度予算 2,620 千円滞在周遊型観光の推進に向け、「巡る奈良」をキーワードに、テーマ性のある事業を展開・巡る奈良ホームページ等により南部・東部地域への誘客促進・「祈りの回廊」秘宝・秘仏特別開帳　ほか ○ ○H28年度予算 28,000 千円吉野、天川、十津川の観光資源を効果的に情報発信し、宿泊観光につなげるため、連携観光協議会に対し負担金を支出 ○H28年度予算 1,000 千円阪神百貨店本店で行われるバルや手技工芸展飲食・物産イベントに参加し、奥大和地域の食材・特産品のプロモーションと移住情報の発信を実施　時期　平成28年６月・９月（２回） ○ ○H28年度予算 4,600 千円奈良の魅力を掲載した観光パンフレット等を作成し、市町村や観光案内所、道の駅等に設置 ○ ○H28年度予算 2,264 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう事業名 事業内容 南部 東部1-(2)-①-02大型ディスプレイによる観光情報発信事業 【観光プロモーション課】1-(2)-①-02まほろばキッチン内観光案内所運営事業【ならの観光力向上課】1-(2)-①-02宿泊観光客の増加に向けた冬期イベント展開事業 【観光プロモーション課】1-(2)-①-02奥大和振興シンポジウム開催事業【南部東部振興課】1-(2)-①-03奥大和の食によるプロモーション事業【移住・交流推進室】1-(2)-①-03大手百貨店連携プロモーション事業【再掲】 【移住・交流推進室】1-(2)-①-03首都圏情報発信プロジェクト事業【観光プロモーション課】

県内外の主要駅及び集客施設等に大型ディスプレイを設置し、県内各地の観光情報をタイムリーに提供 ○ ○H28年度予算 11,594 千円ＪＡならけんまほろばキッチン内の観光案内所において、県中南和・東部地域を中心とした観光案内や市町村等と連携したイベントを実施 ○ ○H28年度予算 14,586 千円冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内の伝統行催事が集結する大規模なイベントを開催 ○ ○H27年度2月補正 96,000 千円奥大和地域が「頻繁に訪れてもらえる」、「住み続けられる」地域となるよう、関係者が協働・連携して地域の振興について考え、今後の取組につなげていくためのシンポジウムを開催　時期　平成29年３月（予定）  場所　橿原市 ○ ○H28年度予算 1,606 千円マルシェ株式会社及び奈良健康ランドと連携し、店舗の販売メニューへの食材・特産品活用等により奥大和のプロモーションを展開キッチンカーを活用し、奥大和地域の食材を活用した県内オーナーシェフとの連携による県内外へのプロモーションを実施 ○ ○H28年度予算 5,719 千円阪神百貨店本店で行われるバルや手技工芸展飲食・物産イベントに参加し、奥大和地域の食材・特産品のプロモーションと移住情報の発信を実施　時期　平成28年６月・９月（２回） ○ ○H28年度予算 4,600 千円首都圏からの観光客を奈良に呼び込むため、首都圏において効果的に情報を発信 ○ ○H27年度2月補正 88,811 千円
9



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（２）知ってもらう事業名 事業内容 南部 東部1-(2)-①-03奈良の旬の観光情報発信事業【観光プロモーション課】1-(2)-①-03奈良まほろば館情報発信事業【観光プロモーション課】
1-(2)-①-04奥大和プロモーション事業【再掲】

【移住・交流推進室】1-(2)-①-04外国人観光客誘致戦略ビジットならキャンペーン 【観光プロモーション課】1-(2)-①-04外国人観光客誘致戦略新市場開拓キャンペーン 【観光プロモーション課】

ＪＲ名古屋駅及び阪神三宮駅において、奈良の旬の観光情報を電子ディスプレイにより発信 ○ ○H28年度予算 6,228 千円「奈良まほろば館」において、奈良の観光情報発信及び企画展示等のイベントを実施 ○ ○H28年度予算 11,797 千円大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載大手宿泊予約サイトに特集ページを掲載スマートフォンアプリに特集ページ等を掲載動画「美しき日本」の制作・配信及び英語字幕の作成首都圏の主要駅のデジタルサイネージに広告を掲出東吉野村を舞台とした映画の制作に対し補助首都圏で映画の上映会を開催し、映画の舞台となった奥大和の魅力を発信 ○ ○
H28年度予算 27,749 千円近隣府県・民間団体と連携し、東アジア・東南アジア・欧米等を対象に国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光客誘致を展開 ○ ○H28年度予算 17,500 千円海外観光レップ及び旅行商品着地オペレーターの設置、外国人富裕層市場の開拓、海外旅行会社、メディア等へのプロモーションの実施 ○ ○H28年度予算 130,734 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう
１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）１．訪れてみたくなる地域づくり（交流の促進）

（３）訪れてもらう、体験してもらう（３）訪れてもらう、体験してもらう（３）訪れてもらう、体験してもらう（３）訪れてもらう、体験してもらう

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①スポーツイベントの開催　　01　地形や自然等を活かしたスポーツ　　　　 イベントの開催　　　　・地域での特色あるイベントの開催　　　　　（移住・交流推進室、スポーツ振興課）　　　　・サイクルスポーツイベントの実施　　　　　（スポーツ振興課）　　　　・アウトドアスポーツイベントの実施　　　　　（移住・交流推進室、スポーツ振興課）②音楽・芸術イベントの開催　　01　ムジークフェストならの実施　　　　　（文化振興課）　　02　音楽フェスティバル・芸術イベントの　　　　 実施　　　　・音楽・芸術イベント等の実施　　　　　（移住・交流推進室、南部東部振興課　　　　　  国民文化祭・障害者芸術文化祭課）　　　　・国民文化祭の実施　　　　　（国民文化祭・障害者芸術文化祭課）③地域資源を活用したイベントの   開催　　01　地域資源を活用したイベント・伝統　　　　 行事の開催　　　　・県・市町村等共同開催イベントの　　　　 実施　　　　（南部東部振興課、移住・交流推進室） 　各種イベントの開催　　　　・自然資源を活用したイベントの実施　　　　　（森林整備課）
開催

実施

実施実施実施開催
開催開催準備

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

【【【【目標目標目標目標】】】】 観光客数を増やすため、オフシーズンの観光客数を増やすため、オフシーズンの観光客数を増やすため、オフシーズンの観光客数を増やすため、オフシーズンのイベントの開催やイベントの開催やイベントの開催やイベントの開催や、お、お、お、お

もてなしの向上などを進めます。もてなしの向上などを進めます。もてなしの向上などを進めます。もてなしの向上などを進めます。

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】⇒⇒⇒⇒南部・東部地域の地勢を活かしたスポーツイベントの南部・東部地域の地勢を活かしたスポーツイベントの南部・東部地域の地勢を活かしたスポーツイベントの南部・東部地域の地勢を活かしたスポーツイベントの

開催を支援します。開催を支援します。開催を支援します。開催を支援します。

⇒⇒⇒⇒スポーツや地域資源等を活用した各種イベントの開催をスポーツや地域資源等を活用した各種イベントの開催をスポーツや地域資源等を活用した各種イベントの開催をスポーツや地域資源等を活用した各種イベントの開催を

します。します。します。します。

⇒⇒⇒⇒路線バス等を活用した南部・東部地域への誘客促進の路線バス等を活用した南部・東部地域への誘客促進の路線バス等を活用した南部・東部地域への誘客促進の路線バス等を活用した南部・東部地域への誘客促進の

ため、交通アクセスの支援を行います。ため、交通アクセスの支援を行います。ため、交通アクセスの支援を行います。ため、交通アクセスの支援を行います。

⇒⇒⇒⇒おもてなしの向上を図ります。おもてなしの向上を図ります。おもてなしの向上を図ります。おもてなしの向上を図ります。

⇒⇒⇒⇒スポーツ・文化活動などの誘客の仕掛けづくりを行います。スポーツ・文化活動などの誘客の仕掛けづくりを行います。スポーツ・文化活動などの誘客の仕掛けづくりを行います。スポーツ・文化活動などの誘客の仕掛けづくりを行います。
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう　　　　・「記紀・万葉」関連イベントの実施　　　　　（観光プロモーション課）　　　　・地域農産物活用イベントの実施　　　　　（マーケティング課）　　　　・観光資源の周遊観光ネットワーク           の形成　　　　　（ならの観光力向上課）④交通アクセスの支援　　01　路線バス等を活用した南部・東部　　　　 地域への誘客の促進　　　　　（移住・交流推進室）　　02　観光地への良好なアクセス道路の　　　　 整備　　　　　（道路建設課）⑤おもてなし力の向上　　01　おもてなし力の向上支援　　　　・地域のおもてなし力向上支援　　　　　（南部東部振興課、移住・交流　　　　　 推進室） 地域イベントを盛り上げる「おもてなし」プログラム支援　　　　・外国人観光客向けの受け入れ・　　　　  おもてなし環境の整備　　　　　（ならの観光力向上課）　　　　・外国人観光客おもてなし力の向上、　　　　　イベントの 開催　　　　　（ならの観光力向上課） 人材育成・コールセンター運営・イベント開催　　　　・（仮称）観光サービス改善委員会　　　　　（ならの観光力向上課） 運営⑥誘客促進の仕掛けづくり　　01　各種連携による誘客促進の仕掛け　　　　 づくり　　　　・宿泊を伴う団体旅行の支援　　　　　（観光プロモーション課）　　　　・県外における物産展の開催及び           支援　　　　　（地域産業課）　　　　・滞在周遊型観光の推進　　　　　（南部東部振興課、移住・交流　　　　　 推進室、ならの観光力向上課、　　　　　 観光プロモーション課）　　　　・渓流魚のゾーニング管理　　　　　（農業水産振興課）　　02　合宿等滞在の支援　　　　　（南部東部振興課）　　03　外国人観光客向けの施設整備等の　　　　 支援　　　　・外国人観光客の交流・宿泊施設の　　　　  整備・運営　　　　　（ならの観光力向上課）
実施実施設計 施工（宿泊）

実施整備の推進
実施
実施実施実施

実施マルシェ等の開催・支援支援

運営（観光案内・交流・物販）運営（宿泊）
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名1-(3)-①-01「弘法大師の道」魅力発掘事業【移住・交流推進室】1-(3)-①-01南部地域スポーツ拠点PR事業【スポーツ振興課】1-(3)-①-01「山岳グランフォンドｉｎ吉野」「ヒルクライム大台ヶ原ｓｉｎｃｅ2001」開催支援事業【スポーツ振興課】1-(3)-①-01ツアー・オブ・奈良・まほろば開催支援事業 【スポーツ振興課】1-(3)-①-01アウトドアチャレンジレース開催事業【スポーツ振興課】1-(3)-①-01関西ワールドマスターズゲームズ２０２１開催事業 【スポーツ振興課】1-(3)-②-01ムジークフェストなら２０１６開催事業【文化振興課】

事業内容 南部 東部ホームページ等を活用した「弘法大師の道」の情報発信負担区分　県10/10「弘法大師の道」を活用したトレイルランニングイベント「Ｋｏｂｏ　Ｔｒａｉｌ 2016」の開催　時期　平成28年5月21日、22日 ○H28年度予算 3,264 千円トップアスリートを招いた交流イベントやスポーツ教室を実施することにより、南部地域のスポーツ施設や地域の魅力をＰＲ  時期  平成28年秋  場所  （仮称）五條総合体育館・上野公園グラウンド ○H28年度予算 3,000 千円吉野地域の地勢を活かした日本屈指のロングライドサイクリングイベントである「山岳グランフォンドｉｎ吉野」や、近畿の屋根と言われる大台ヶ原を駆け上がる「ヒルクライム大台ヶ原since2001」の開催を支援 ○H28年度予算 4,100 千円東部地域を3つのコースで巡るサイクリングツアーの実施。ゴール地点では、開催地の特色をPRするイベントや、タンデム自転車体験、地産地消の食の提供、特産品の販売等を行うなど、各地域の特色を活かした賑わいづくりを実施。参加者によるフォトコンテストも実施し、入選した写真は大会終了後も展示 ○H28年度予算 5,000 千円カヌーやヒルクライムマラソンを組み合わせたアウトドアスポーツイベントの開催経費の一部を負担  時期  平成28年５月（予定）  場所  おおたき龍神湖、大台ヶ原ドライブウェイ ○H28年度予算 2,032 千円関西一円で開催される関西ワールドマスターズゲームズ2021に参画するため、開催経費の一部を負担  時期  平成33年５月15日～30日（予定） ○H28年度予算 14,150 千円文化芸術活動の活性化を図るとともに観光オフシーズンの誘客を促進するため、全国から高い注目を集める音楽祭を開催 ○ ○H28年度予算 144,000 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部
1-(3)-②-02奥大和の特色を活かしたイベント開催事業

【南部東部振興課　移住・交流推進室】1-(3)-②-02奈良県大芸術祭の開催【国民文化祭・障害者芸術文化祭課】1-(3)-②-02国民文化祭開催準備事業【国民文化祭・障害者芸術文化祭課】1-(3)-③-01奥大和の食によるプロモーション事業【再掲】 【移住・交流推進室】
1-(3)-③-01奥大和の特色を活かしたイベント開催事業【再掲】

【南部東部振興課　移住・交流推進室】

天川村の洞川温泉街において、雰囲気に調和した音楽イベント「えんがわ音楽祭ｉｎ洞川」を開催宇陀市菟田野「奈良カエデの郷 ひらら」において、著名なアーティストによるアートイベント「木造校舎現代美術館」を開催自然豊かな環境で子育てを体験し、地域の良さをＰＲするイベント「森のようちえん」を開催奥大和地域の魅力を発信し、地域の活性化を図るため、地域住民や市町村、民間企業等と協力して「奥大和ゆうゆう祭」を開催　時期　平成28年10月　場所　吉野町　内容　ステージイベント、物産展の開催等
○ ○

H28年度予算 25,657 千円県における文化芸術活動のさらなる発展のため、奈良県大芸術祭を開催　文化芸術団体等が開催するイベントによる、文化芸術活動の発表及び鑑賞の機会を充実 ○ ○H28年度予算 69,000 千円各種文化活動を全国規模で発表・共演・交流する場として、国民文化祭を平成29年度に奈良県において開催　・実施計画の策定、広報、プレイベント開催 ○ ○H28年度予算 91,000 千円マルシェ株式会社及び奈良健康ランドと連携し、店舗の販売メニューへの食材・特産品活用等により奥大和のプロモーションを展開キッチンカーを活用し、奥大和地域の食材を活用した県内オーナーシェフとの連携による県内外へのプロモーションを実施 ○ ○H28年度予算 5,719 千円天川村の洞川温泉街において、雰囲気に調和した音楽イベント「えんがわ音楽祭ｉｎ洞川」を開催宇陀市菟田野「奈良カエデの郷 ひらら」において、著名なアーティストによるアートイベントを開催自然豊かな環境で子育てを体験し、地域の良さをＰＲするイベント「森のようちえん」を開催奥大和地域の魅力を発信し、地域の活性化を図るため、地域住民や市町村、民間企業等と協力して「奥大和ゆうゆう祭」を開催　時期　平成28年10月　場所　吉野町　内容　ステージイベント、物産展の開催等
○ ○

H28年度予算 25,657 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部1-(3)-③-01全国過疎問題シンポジウム2016inなら開催事業 【南部東部振興課】1-(3)-③-01奥大和の特色を活かしたイベント支援事業 【南部東部振興課　移住・交流推進室】1-(3)-③-01近鉄と連携した奧大和の魅力発信事業【移住・交流推進室】1-(3)-③-01「記紀・万葉」県民活動支援補助金【観光プロモーション課】1-(3)-③-01観光ボランティアガイドと歩く「記紀・万葉」事業 【観光プロモーション課】1-(3)-③-01東部をよくするプロジェクト推進事業【再掲】 【ならの観光力向上課】1-(3)-③-01奈良の農・林・食賑わい創出支援事業【マーケティング課】

全国の過疎地域における地域づくり活動関係者や県・市町村の担当者等が、地域の振興に向けた全国の優良な取組を共有するとともに、地域の魅力を発信するためのシンポジウムを開催　時期　平成28年10月13日～14日　場所　橿原市、五條市、曽爾村、天川村、川上村 ○ ○H28年度予算 4,500 千円奥大和地域で行われるスポーツ・文化イベントを盛り上げ、参加者の満足感と地域への再訪意欲を高めるためのおもてなしプログラムの実施に対し補助奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境・地形等の特色を活かした新たなイベントの実施に対し補助 ○ ○H28年度予算 16,000 千円近畿日本鉄道株式会社と連携し、奥大和地域の魅力を発信する宿泊・日帰り旅行商品を造成し、ＰＲ ○ ○H28年度予算 10,000 千円記紀・万葉に関する県民の機運醸成、イベント拡充のため、関連する優れたイベントを開催する団体に対する助成　補助率：1/2 　補助限度額：50万円/事業　補助率：2/3   補助限度額：150万円/事業（2日連続の参加型イベントを開催するなど、県内への宿泊観光を促進する事業） ○ ○H27年度2月補正 9,000 千円観光ボランティアガイドと記紀・万葉ゆかりの地を巡るウォークイベントを開催 ○ ○H27年度2月補正 950 千円地域振興のため設置された大和高原（東吉野）観光振興協議会による連携事業に対する負担金 ○H28年度予算 3,090 千円県内の農・林・食のＰＲと地域の賑わいづくりのために、農産物やその加工品を生産者等が直接販売するマルシェの開催に係る費用を支援 ○ ○H28年度予算 2,750 千円
15



 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部1-(3)-③-01ポスト「全国豊かな海づくり大会」イベント開催事業 【森林整備課】1-(3)-④-01路線バスを活用した奥大和への誘客促進事業 【移住・交流推進室】1-(3)-④-02五條新宮道路の整備推進（国道168号）【道路建設課】1-(3)-④-02直轄道路事業費負担金（南部・東部）【道路建設課】1-(3)-④-02災害に強い道路ネットワークの整備推進【道路建設課】1-(3)-⑤-01奥大和の特色を活かしたイベント支援事業【再掲】【南部東部振興課　移住・交流推進室】1-(3)-⑤-01外国人観光客おもてなしプロジェクト【ならの観光力向上課】

「山と川の恵みに感謝」をテーマとして、山と川をアピールする。併せて南部東部地域の振興を図ることを目的として、イベントを開催する。 ○ ○H28年度予算 5,600 千円路線バスを活用し奥大和地域へオフシーズンに来訪した宿泊観光客のバス運賃に対し補助等　対象期間　平成28年12月～平成29年３月 ○ ○H28年度予算 20,000 千円紀伊半島アンカールートを形成する「五條新宮道路」の早期整備　辻堂バイパス、阪本工区 ○H28年度予算 1,495,340 千円 H27年度2月補正 1,245,200 千円京奈和自動車道建設　大和北道路・大和御所道路国道168号　十津川道路、長殿道路、風屋川津・宇宮原工区 ○H28年度予算 5,971,000 千円 H27年度2月補正 270,000 千円地域を支える主要な道路ネットワークの形成　国道169号　高取バイパス　国道309号　丹生バイパス　榛原菟田野御杖線　ほか ○ ○H28年度予算 1,902,380 千円 H27年度2月補正 1,197,407 千円奥大和地域で行われるスポーツ・文化イベントを盛り上げ、参加者の満足感と地域への再訪意欲を高めるためのおもてなしプログラムの実施に対し補助奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境・地形等の特色を活かした新たなイベントの実施に対し補助 ○ ○H28年度予算 16,000 千円通訳ガイド等おもてなし人材育成、外国人観光客おもてなしイベントの開催、多言語コールセンターの運営 ○ ○H28年度予算 25,860 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部1-(3)-⑤-01奈良県外国人観光客交流館整備事業【ならの観光力向上課】1-(3)-⑤-01奈良県外国人観光客交流館運営事業【ならの観光力向上課】1-(3)-⑥-01近鉄と連携した奧大和の魅力発信事業【再掲】 【移住・交流推進室】1-(1)-⑥-01道の駅を活用した奥大和活性化事業【南部東部振興課】1-(3)-⑥-01団体旅行誘致促進事業【観光プロモーション課】1-(3)-⑥-01頑張るお宿に泊まる観光情報発信事業【観光プロモーション課】1-(3)-⑥-01持続的観光力パワーアップ補助金【ならの観光力向上課】

外国人観光客のおもてなし環境の充実に向け、外国人観光客が交流・宿泊できる施設として、奈良県外国人観光客交流館を整備 ○ ○H28年度予算 154,000 千円奈良県外国人観光客交流館「奈良県猿沢イン」の宿泊・観光案内・交流機能の運営　外国人観光客に対する周遊観光情報の提供　外国人スタッフによるＳＮＳを活用した奈良の情報発信　奈良市内から中南和等へのエリアツアーの企画・販売　宿泊機能の運営 ○ ○H28年度予算 203,889 千円近畿日本鉄道株式会社と連携し、奥大和地域の魅力を発信する宿泊・日帰り旅行商品を造成し、ＰＲ ○ ○H28年度予算 10,000 千円道の駅を奥大和地域の活性化に向けた拠点として活用するため、道の駅の利用者の状況や利用ニーズ等を調査するとともに、課題を抽出し、今後のあり方を検討 ○ ○H28年度予算 7,000 千円宿泊観光客の増加を図るため、企業の年金旅行企画担当者を対象としたファムトリップを実施 ○ ○H28年度予算 2,895 千円宿泊観光客の増加を図るため、意欲のある宿泊施設と連携し、宿泊予約サイト等を活用して観光情報を積極的に発信 ○ ○H28年度予算 22,500 千円市町村等が取り組む滞在周遊型観光の推進等に向けた新規・拡充事業に対し補助　　市町村が実施する事業：1/2、1/3　　　　　　　　　　　　　（財政力指数により区分）　市町村が補助する事業：市町村補助額の1/2　複数市町村の広域連携組織の実施事業：1/2　補助限度額　3,000千円/事業 ○ ○H28年度予算 18,000 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部
1-(3)-⑥-01「うまし奈良めぐり」推進事業【観光プロモーション課】1-(3)-⑥-01奈良県ビジターズビューロ－活動強化事業 【観光プロモーション課】

1-(3)-⑥-01南部･東部振興物産販売促進支援事業

【地域産業課】1-(3)-⑥-01渓流魚ゾーニング管理事業【農業水産振興課】

旅行会社や鉄道会社と連携し、オフシーズンに首都圏等からの誘客を促進するため、観光キャンペーンを実施　鉄道事業者の広報媒体を活用した広域広報　県内社寺等における特別企画イベントの実施　キャンペーン専用パンフレットの制作  旅行会社企画・販売担当者向け現地体験研修の実施 ○ ○H27年度2月補正 52,628 千円奈良県ビジタースビューローが実施する県内観光素材を組み込んだ「大和しかバスツアー」の旅行商品化及び販売 ○ ○H28年度予算 5,580 千円南部･東部の産業活性化のため、地域内の市町村が実施する、県外における物産展の開催及び物産展への出展に対して補助する【補助対象事業】①県が指定する大都市圏での物産展の共同開催又は共同出展(補助率2/3)②①以外の県外での物産展の開催･出展(補助率1/2)【補助対象経費】物産展の開催または物産展へ出展するために要する経費(地域産品買取費、商品搬送費、出展料　等)【補助要件】･各市町村は商工会に加え、その他の地域振興団体と連携して事業を実施する･事業経費のうち、旅費及び商品搬送費を除いた額の1/2以上は、地域産品の買取費に当てる･物産展の売上については、事業実施主体が取り組む産業復興策･観光振興策へ充当する【補助対象者】｢奈良県南部振興基本計画｣（平成27年3月改訂版）及び｢奈良県東部振興基本計画｣（平成27年3月改訂版）による振興対象地域の各自治体(3市4町12村)【事業期間】平成27年度～平成29年度
○ ○

H28年度予算 11,000 千円釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等の取組に対し補助　実施主体　奈良県漁業協同組合連合会 ○H28年度予算 980 千円
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 １訪れてみたくなる地域づくり(交流の促進）　（３）訪れてもらう、体験してもらう事業名 事業内容 南部 東部
1-(3)-⑥-02スポーツ・文化活動による交流促進事業【再掲】

【南部東部振興課】1-(3)-⑥-03外国人観光客おもてなしプロジェクト【再掲】 【ならの観光力向上課】1-(3)-⑥-03奈良県外国人観光客交流館整備事業【再掲】 【ならの観光力向上課】1-(3)-⑥-03奈良県外国人観光客交流館運営事業【再掲】 【ならの観光力向上課】

市町村のインターハイ開催を契機とした施設整備に係る地方債元利償還金相当額の一部に対し、事業実施の翌年度に補助負担区分　県1/2・市町村1/2奥大和地域へオフシーズンに部活動合宿や勉強合宿を誘致するため、合宿経費に対し補助　対　　象  小学生から大学生　要　　件  延べ宿泊数が20人泊以上　補 助 額　1,000円／泊  対象期間　平成28年12月～平成29年３月 ○ ○
H28年度予算 11,243 千円通訳ガイド等おもてなし人材育成、外国人観光客おもてなしイベントの開催、多言語コールセンターの運営 ○ ○H28年度予算 25,860 千円外国人観光客のおもてなし環境の充実に向け、外国人観光客が交流・宿泊できる施設として、奈良県外国人観光客交流館を整備 ○ ○H28年度予算 154,000 千円奈良県外国人観光客交流館「奈良県猿沢イン」の宿泊・観光案内・交流機能の運営　外国人観光客に対する周遊観光情報の提供　外国人スタッフによるＳＮＳを活用した奈良の情報発信　奈良市内から中南和等へのエリアツアーの企画・販売　宿泊機能の運営 ○ ○H28年度予算 203,889 千円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする
２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（１）働きやすくする（１）働きやすくする（１）働きやすくする（１）働きやすくする

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①農産物等のブランド化・生産拡大の推進　　01　農産物の生産販売等の強化　  　　・特色ある農産物の生産拡大　　　　　　　　　　　　　　　（農業水産振興課） 大和野菜・ブランド・生産拡大・新商品開発・輸出検討  　　　・流通販売の強化・拡大　　　　　　　　　　　　　　（マーケティング課） 直売所支援、首都圏配送支援、県産農産物実需売り込み　  02　農畜水産物のブランド認証の推進　　　　　（農業水産振興課、畜産課） 制度構築　　03　６次産業化による利用拡大及び　　　　 担い手育成　  　　・６次産業化の推進･支援　　　　　（マーケティング課） センター開設・派遣支援　  　　・意欲のある農業の担い手の育成　　　　　（担い手・農地マネジメント課、             農村振興課） 育成実施　  04　内水面漁業・養殖業の振興　　　　　（農業水産振興課） 実施　  05　総合的な鳥獣害対策の推進　　 　　（農業水産振興課、マーケティング課） 実施　  06　農地の有効活用への支援　　　　（担い手・農地マネジメント課、　　　　　農村振興課） 担い手の農地のマッチング等の推進・農業基盤整備の実施

平成３２年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

【【【【目標目標目標目標】】】】働く場所を増やすため、働く場所を増やすため、働く場所を増やすため、働く場所を増やすため、農林業の振興や企業誘致などを進め農林業の振興や企業誘致などを進め農林業の振興や企業誘致などを進め農林業の振興や企業誘致などを進め

ます。ます。ます。ます。

リーディング・チャレンジ品目出額リーディング・チャレンジ品目出額リーディング・チャレンジ品目出額リーディング・チャレンジ品目出額 144144144144億円（億円（億円（億円（H25)→156H25)→156H25)→156H25)→156億円（億円（億円（億円（H32H32H32H32））））

農業産出額農業産出額農業産出額農業産出額 （県全体）（県全体）（県全体）（県全体） 127127127127億円（億円（億円（億円（H24)H24)H24)H24)→→→→146146146146億円（億円（億円（億円（H32H32H32H32））））

県産材生産量（県全体）県産材生産量（県全体）県産材生産量（県全体）県産材生産量（県全体） 15151515万㎥（万㎥（万㎥（万㎥（H25)H25)H25)H25)→→→→25252525万㎥（万㎥（万㎥（万㎥（H32)H32)H32)H32)

大和トウキ生産量（県全体）大和トウキ生産量（県全体）大和トウキ生産量（県全体）大和トウキ生産量（県全体） 1,461kg1,461kg1,461kg1,461kg（（（（H22)H22)H22)H22)→→→→15,000kg15,000kg15,000kg15,000kg（（（（H32)H32)H32)H32)

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】

⇒⇒⇒⇒農産物等のブランド化・生産拡大を推進します。農産物等のブランド化・生産拡大を推進します。農産物等のブランド化・生産拡大を推進します。農産物等のブランド化・生産拡大を推進します。

⇒⇒⇒⇒農地の有効活用への支援、意欲ある農業の担い手育成を行います。農地の有効活用への支援、意欲ある農業の担い手育成を行います。農地の有効活用への支援、意欲ある農業の担い手育成を行います。農地の有効活用への支援、意欲ある農業の担い手育成を行います。

⇒⇒⇒⇒総合的な鳥獣害対策を推進します。総合的な鳥獣害対策を推進します。総合的な鳥獣害対策を推進します。総合的な鳥獣害対策を推進します。

⇒⇒⇒⇒「「「「AAAA・・・・BBBB・・・・CCCC材全てを出して使う」林業・木材産業を活性化します。材全てを出して使う」林業・木材産業を活性化します。材全てを出して使う」林業・木材産業を活性化します。材全てを出して使う」林業・木材産業を活性化します。

⇒⇒⇒⇒奈良県にゆかりの深い”漢方”の取組を推進します。奈良県にゆかりの深い”漢方”の取組を推進します。奈良県にゆかりの深い”漢方”の取組を推進します。奈良県にゆかりの深い”漢方”の取組を推進します。

⇒⇒⇒⇒企業誘致の推進及び起業の促進を図ります。企業誘致の推進及び起業の促進を図ります。企業誘致の推進及び起業の促進を図ります。企業誘致の推進及び起業の促進を図ります。

⇒⇒⇒⇒地域の産業興しを支援します。地域の産業興しを支援します。地域の産業興しを支援します。地域の産業興しを支援します。

⇒⇒⇒⇒地域の商業・サービスの振興を図ります。地域の商業・サービスの振興を図ります。地域の商業・サービスの振興を図ります。地域の商業・サービスの振興を図ります。

⇒⇒⇒⇒新商品開発、販路拡大等により地域を活性化します。新商品開発、販路拡大等により地域を活性化します。新商品開発、販路拡大等により地域を活性化します。新商品開発、販路拡大等により地域を活性化します。
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする②「Ａ・Ｂ・Ｃ材全てを出して使う」   林業・木材産業の推進　  01　Ａ･Ｂ･Ｃ材全てを搬出する林業の       　 推進　　（林業振興課、森林整備課） 林業・木材産業の競争力強化のための取組実施　  02　Ａ･Ｂ･Ｃ材ごとに受け入れできる        　製材・加工施設の確保　　　　　　　　　　　　　（奈良の木ブランド課） 事業計画認定・事業実施　　03　建築物及び土産物等への利活用の　　　　 推進　  　　・建築物への県産材利用の推進　　　　　　　　　　　　　（奈良の木ブランド課） 事業計画認定・事業実施　  　　・土産物等建築物以外への県産材　　　 　利用の拡大　　（奈良の木ブランド課） ニーズ調査・デザイン開発・製作・ＰＲ事業実施普及・啓発　  05　林業後継者及び人材育成、奈良の木　　　　 の魅力発信　　　　（林業振興課、奈良の木ブランド課） 事業実施③ 漢方のメッカ推進 推進方策の検討・総合的な取組の推進漢方に関する取組等のPR　　02　薬用作物等の研究開発 優良種苗の育成、栽培の省力化・安定生産技術の開発宇陀地域の気象・土壌条件を活かした薬草研究　　　　・大和の生薬の薬効研究           （薬務課） 大和トウキの含有成分調査、薬効研究    03　県産生薬の医薬品等の新商品開発          （薬務課、産業振興総合センター） 県産生薬を配合した医薬品、漢方関連製品等の開発、商品化支援、販路開拓    04　川上・川下のマッチング      　　　（産業政策課） 薬草栽培農家と国産生薬を求める製薬・化粧品会社等とのマッチング④ 企業誘致の推進　　01  企業立地促進等の支援           （企業立地推進課） 企業誘致の強化推進　　02  中南和振興のための産業集積地         形成            （企業立地推進課） 測量・設計等 造成⑤ 地域の産業興し　　01 新商品開発、販路拡大等の地域　　　　活性化（産業政策課、地域産業課、　　　　マーケティング課、林業振興課、　　　　　　　　　産業振興総合センター） 商品開発・改良支援・ブランド構築等に向けた支援の実施　　02 就労の支援           （雇用政策課） 支援の実施　　03 融資制度の拡充                 　　　　　　　　 （地域産業課） 融資等の実施　　04 コミュニティビジネスの推進                             （南部東部振興課） 市町村が取り組む事業の支援　　05 起業・創業の支援   　　　（産業政策課、産業振興総合センター、　　　　　南部東部振興課、女性活躍推進課） 創業・支援ネットワークによる支援・創業者の掘り起こし・インキュベータの運営等　　06 地場産業の振興　　　　 （地域産業課、産業振興総合センター） 地場産業相談・研究等の支援

　  　　・良質で安定した栽培のための技術　　　　 開発及び支援 　　　　(薬務課、農業水産振興課）
　  01 漢方のメッカ推進プロジェクト                     （産業政策課、薬務課）
　  04　木質バイオマスエネルギーの       　 利活用の拡大　（奈良の木ブランド課）
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名
2-(1)-①-01チャレンジ品目支援事業（一部）

【農業水産振興課】
2-(1)-①-01リーディング品目支援事業（一部）

【農業水産振興課】2-(1)-①-01水稲に代わる高生産性作物導入推進事業 【農業水産振興課】2-(1)-①-01奈良らしい地域ビジネス促進事業【農業水産振興課】

事業内容 南部 東部将来の成長品目として選定したチャレンジ品目の生産・流通・販売・組織化を支援・サクランボ・チャレンジ支援事業　　生産担い手組織の強化、新技術の開発・導入・ 新ダリア産地振興事業    ウイルスフリー苗を用いたポットルート法の現地試験　　他産地育成品種の生産性調査およびデータベース化　　小売店との連携による日持ち処理方法の実証・大和野菜生産拡大支援事業　冬季の生産拡大に向けた補強資材の展示ほの設置　　対策マニュアル作成、研修会の開催・大和野菜ブランド力向上事業　　出荷規格表・栽培マニュアルの作成、技術展示圃の設置　　新大和野菜の追加認定、リーフレット印刷・彩り花木振興事業　　県主要品目の高品質・安定生産技術の導入検討　　彩り花木の剪定実演会の開催 ・イチジク高品質果実安定供給促進事業　　首都圏における知名度の向上、降雨や高温障害対策等の実施
○ ○

H28年度予算 3,492 千円本県農業を牽引するリーディング品目の産地生産力・品質の向上、ブランド力強化、消費拡大を推進・柿高品質果実安定供給推進事業　　ブランド強化に資する新技術の開発    大玉・高品質果実生産に資する間伐・せん定見本園設置　　加工向けや品薄期出荷が可能な品種などの見本園設置　・高級大和茶生産販売促進事業　　高品質茶生産のための被覆資材購入に対し補助　　新流通ニーズに応えるため、高度なGAP取得に向けた指導　　新品種を原料とした茶や新茶種・新商品の開発に対し補助 　 輸出を視野に海外での農薬基準に合った茶生産方法の検討
○ ○

H28年度予算 9,678 千円水田の遊休農地化を防止し有効活用を図るため、水稲に代わる生産性の高い作物の導入を推進新規品目の栽培方法等調査、既存品目の省力化技術等の検討等 ○H28年度予算 1,850 千円柿の葉寿司に利用される柿葉の効率的な生産を拡大するため、品種や植栽方法等を検討 ○H28年度予算 600 千円22



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-①-01首都圏における県産農産物評価向上支援事業 【マーケティング課】2-(1)-①-01農産物直売所支援事業【マーケティング課】2-(1)-①-01大和野菜等県産農産物の実需売り込み事業 【マーケティング課】2-(1)-①-01奈良県産地パワーアップ事業　柿選果場機能向上整備事業【農業水産振興課】2-(1)-①-02農業生産総合推進対策事業　ブランド認証非破壊装置導入支援事業【農業水産振興課】2-(1)-①-02奈良県農畜水産物ブランド認証推進事業【農業水産振興課】2-(1)-①-02大和牛ブランド認証推進事業 【畜産課】

首都圏へ高品質な県産農産物を安定供給し、評価を向上させ、県産農産物のブランド化を図るため、県外への輸出力を強化・県産農産物の首都圏配送の支援・仲卸業者等を対象とした試食会の実施 ○ ○H27年度2月補正 12,100 千円県と協定を結んだ農産物直売所「地の味　土の香」の魅力向上とブランド化を支援　第6次協定直売所の公募　先進地事例視察　農産物モニタリング調査（残留農薬の調査）　 ○ ○H28年度予算 1,300 千円大和野菜等県産農産物の利用拡大のため、ホテル・飲食業等に売り込むことにより、食材導入やメニュー開発を促進・売り込み隊によるサンプル提供・生産者・流通業者・実需者による商品開発等の意見交換会・県産農産物の最新情報提供 ○ ○H28年度予算 2,400 千円奈良県農畜水産物ブランド認証制度を速やかに進めるため、柿選果場機能向上整備事業に付随する非破壊装置導入に対して補助 ○ ○H28年度予算 407,000 千円奈良県農畜水産物ブランド認証制度を速やかに進めるため、柿選果場機能向上整備事業に付随する非破壊装置導入に対して補助 ○H28年度予算 56,000 千円農畜水産物のブランド認証制度を構築し、一定以上の品質を持つものを県自らがブランド認証し、高単価での取引を促進することで、農業産出額の増加を目指す　奈良県農畜産物ブランド認証制度運営事業　ＰＲ・販売支援事業　機能性成分指標づくり調査事業　新規品目取組支援事業　出荷・販売体制強化事業 ○ ○H27年度2月補正 5,800 千円大和牛におけるブランド認証制度を定着させるため、認証制度に基づいた大和牛の品質向上および生産拡大の取組を支援 ○ ○H28年度予算 7,200 千円23



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-①-02ブランド認証制度確立事業 【畜産課】2-(1)-①-02有機野菜等生産拡大事業【農業水産振興課】2-(1)-①-03農業の６次産業化支援事業【マーケティング課】2-(1)-①-03農業新規参入者支援事業【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-①-03中山間地域等担い手収益力向上支援事業 【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-①-03中山間地域等直接支払事業【農村振興課】2-(1)-①-04河川漁業増殖奨励事業【農業水産振興課】

ブランド認証制度に向けて、大和肉鶏、ヤマトポークにおいて、ブランド認証基準となりうる成分等についての分析を実施 ○ ○H27年度2月補正 3,600 千円有機野菜等の生産拡大とブランド化を図るとともに、県民・流通事業者へのＰＲによる消費拡大を推進　有機野菜等の大量生産安定に向け実証圃を設置し、栽培技術を共有　環境にやさしい農業シンボルマークの啓発 ○H28年度予算 850 千円６次産業化サポートセンターを設置し、研修会・相談窓口等により農林漁業者の６次産業化を支援農林漁業者及び多様な業種が連携して行う新商品の開発や販路開拓、加工施設・機械等の整備等に対し補助実施主体　市町村、６次産業化法認定事業体等 ○ ○H28年度予算 115,950 千円新規就農希望者に対し、ＮＡＦＩＣ等での事前研修及び農家受入による実践研修を実施 ○ ○H28年度予算 8,240 千円中山間地域の特性に応じた収益性の向上を図る担い手に対し、交付金を交付 ○ ○H27年度2月補正 25,100 千円集落協定に基づき５年間以上継続して農業生産活動を行う農業者に対し、国の制度と連動し、交付金を交付 ○ ○H28年度予算 254,195 千円漁期の拡大と漁獲高の増を促進するため、健全な育成あゆの適正放流に対し補助　実施主体　奈良県漁業協同組合連合会 ○ ○H28年度予算 4,400 千円24



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-①-04やまとの鮎生産拡大事業【農業水産振興課】2-(1)-①-04渓流魚ゾーニング管理事業【再掲】【農業水産振興課】2-(1)-①-05有害鳥獣駆除事業 【農業水産振興課】2-(1)-①-05有害鳥類捕獲事業 【農業水産振興課】2-(1)-①-05有害獣捕獲施設設置事業【農業水産振興課】2-(1)-①-05捕獲新技術導入推進事業【農業水産振興課】2-(1)-①-05鳥獣被害防止対策事業【農業水産振興課】2-(1)-①-05若手狩猟者確保育成事業【農業水産振興課】

県内ダム湖産の天然あゆを河川で放流・育成し、「やまとの鮎」としてブランド化を推進する取組に負担金を交付　実施主体　やまとの鮎ブランド化実行委員会 ○H28年度予算 1,800 千円釣り人や県民とともに行うあまごの卵の放流や産卵場造成等の取組に対し補助　実施主体　奈良県漁業協同組合連合会 ○H28年度予算 980 千円シカ、イノシシ、カラス等の農林業被害対策　銃による駆除に対する補助 ○ ○H28年度予算 5,601 千円使用可能エリアの広い空気銃による有害鳥類の駆除を実施 ○ ○H28年度予算 600 千円銃猟規制区域でのイノシシ等による農林業被害対策捕獲柵の設置 ○ ○H28年度予算 300 千円近年開発され普及が進みつつある捕獲装置を用いて効果的な捕獲を実施するため専門家の支援を受けて、捕獲技術および捕獲効率の向上を目指す ○ ○H28年度予算 680 千円被害防止計画に基づき市町村が実施する鳥獣被害防止対策に対し補助　被害防除の研修、捕獲活動、緩衝帯整備等　地域が一体となった侵入防止柵等の整備 ○ ○H28年度予算 392,788 千円ハンティングサークル活動による地域活性化支援事業 ○ ○H28年度予算 3,264 千円25



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-①-05ならジビエ推進事業 【マーケティング課】
2-(1)-①-06農地マネジメント推進事業

【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-①-06なら農地有効活用モデル事業【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-①-06地籍調査事業【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-①-06県営農地環境整備事業 【農村振興課】2-(1)-①-06一般農道整備事業 【農村振興課】2-(1)-①-06多面的機能支払事業 【農村振興課】

県内の野生獣肉を地域資源として活用するため、ジビエの活用実態を把握するとともに、適正に処理・加工されたジビエを取り扱う施設を登録する制度を創設する ○ ○H28年度予算 3,000 千円担い手への農地の集積を推進するため（公財）なら担い手・農地サポートセンターによる農地の出し手・受け手のマッチング、農地の中間管理を実施　センターが実施する農地の貸借による担い手への農地集積への支援　 借受農地管理等   国（一部基金）95％・県5％　 機構事務費　　 　　負担区分　国7/10、県3/10　一定割合以上の農地を貸し付ける地域や貸付けにより離農・経営転換する者、また、センター借受農地に隣接する農地をセンターに貸し付けた者に対して協力金を交付 ○ ○
H28年度予算 155,313 千円農地の流動化が進みにくいエリアにおいて、県自らが耕作放棄地を取得し、意欲ある農業の担い手に貸し出すなど、農地活用を促進するモデルを確立 ○H28年度予算 40,000 千円国土調査法及び国土調査促進特別措置法に基づき地籍調査を進める市町村に対し負担金を交付 ○ ○H28年度予算 166,617 千円 H27年度2月補正 54,399 千円中山間地域の鳥獣害対策や耕作放棄地対策を行うため、計画的かつ一体的に農地環境を整備【事業実施箇所】　明日香地区　ほか ○ ○H28年度予算 121,000 千円農作物の流通の効率化を図るとともに、地域住民の生活や農村へのアクセスに用いる道路として、農道を整備・一般農道整備事業　　五條市西吉野賀北地区　ほか ○ ○H28年度予算 45,510 千円農地及び農業用施設の保全管理活動や多面的機能の維持管理のための取組等を地域ぐるみで行う活動組織に対し、国の制度と連動し、交付金を交付　 農業生産資源の基礎的保全活動や多面的機能の維持・発揮を支える共同活動への交付 ○ ○H28年度予算 294,923 千円26



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-①-06新規就農者確保事業【担い手・農地マネジメント課】2-(1)-②-01森林環境管理制度導入検討事業【森林整備課】2-(1)-②-01県産材生産促進事業 【林業振興課】
2-(1)-②-01奈良県木材生産推進事業

【林業振興課】2-(1)-②-01木材生産林育成整備事業 【林業振興課】2-(1)-②-01施業提案体制整備事業 【林業振興課】

青年の就農意欲を喚起するとともに、就農後の定着を図るため、就農前の研修期間（2年以内）及び就農直後（5年以内）の所得を確保する給付金を交付・青年農業者給付金（準備型） 　　補助先　農業研修生・青年農業者給付金（経営開始型）   　補助先　市町村 ○ ○H28年度予算 250,770 千円森林の公益的機能や生物多様性の保全等に着目した、効率的で持続可能な森林環境管理制度の導入を検討（森林環境保全基金活用事業） ○ ○H28年度予算 5,989 千円間伐材等の搬出・利用に積極的に取り組む林業事業体、森林組合等を支援する市町村に対し補助A材のみではなく、B・C材の搬出についても支援　事業体等の行う間伐材の搬出に3,500円/㎥以上補助する市町村に 対し2,000円/㎥の補助 ○ ○H28年度予算 40,000 千円第１種木材生産林において、長期間使用できる壊れにくい作業道の重点開設等による木材生産拡大への取組に対し補助奈良型作業道重点開設木材生産強化（利用間伐）林業機械導入林業機械レンタル森林施業プランナー育成架線集材施設設置支援※※特に地形が急峻で作業道開設も困難な区域において、奈良型作業道等と組み合わせた架線集材施設の設置に対し補助 ○ ○
H28年度予算 323,237 千円 H27年度2月補正 44,000 千円第２種木材生産林における計画的な森林整備に対し補助｢集約化施業提案事業｣によりﾏｯﾁﾝｸﾞされた森林整備に対し補助 ○ ○H28年度予算 256,636 千円 H27年度2月補正 33,400 千円森林所有者の意欲低下のため木材生産が行われていない地域において、「儲かる林業」の施業プランを森林所有者に提案するとともに意欲ある素材生産業者とのマッチングを実施 ○ ○H28年度予算 4,323 千円27



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-②-01素材生産力強化推進事業 【林業振興課】2-(1)-②-01林道整備事業 【森林整備課】2-(1)-②-01県単独林道事業 【森林整備課】2-(1)-②-01林業機械化推進事業 【林業振興課】2-(1)-②-01林道災害復旧事業 【森林整備課】2-(1)-②-01高性能林業機械等導入事業（緑の産業再生プロジェクト事業） 【林業振興課】2-(1)-②-02木材加工流通施設等整備事業（緑の産業再生プロジェクト事業）【奈良の木ブランド課】

素材生産力の強化を図る事業者の取組を支援より効率的な素材生産が可能な作業システムの実践にかかる経費に対し補助 ○ ○H28年度予算 3,740 千円適切な森林の整備や管理、安全かつ効率的な作業を可能にする林業経営の基盤としての林道を整備するとともに、山村の生活道や都市・山村の共生・交流の基盤や災害発生時の迂回路として機能する林道整備の推進林道の開設・改築・環境保全・塗装・改良を実施【事業実施箇所】五條市　外6村　30路線 ○H28年度予算 291,057 千円市町村等が行う既存の林道の不安定な法面の緑化等の改良工事に助成　補助率：過疎・振興山村1/2、その他の地域1/3【事業実施箇所】　五條市　外9町村　17路線 ○ ○H28年度予算 54,330 千円機械化による省力化や生産コストの低減を図る　管理運営事業　研修事業  林業労働力確保推進事業 ○ ○H28年度予算 10,310 千円被災した林道の早期の復旧を図るため、市町村等が管理する林道の災害復旧事業費に対し補助を実施 ○ ○H28年度予算 100,000 千円林業事業体等が高性能林業機械等を導入するための経費に対し補助実施主体　４事業体　４台 ○ ○H28年度予算 15,000 千円県産材を取り扱う製材工場等が行う加工施設や乾燥機等の整備に対し補助 ○H28年度予算 36,662 千円28



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-②-02木材産業競争力強化事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-02合板・製材生産性強化対策事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03建築物木造木質化推進事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03奈良県産材住宅普及推進事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03新たな県産木材製品開発事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03新規用途導入促進事業（緑の産業再生プロジェクト事業） 【奈良の木ブランド課】
2-(1)-②-03奈良の木づかい推進事業

【奈良の木ブランド課】

需給コーディネート機能の構築　県産材需給調整会議の運営等Ａ・Ｂ・Ｃ材毎の木材流通拡大の支援　大規模工場安定取引会議、集成材ラミナ製造推進会議、木材乾燥技術研修会の開催等 ○H28年度予算 1,140 千円林業関係者と県が共同で策定する「体質強化計画」に基づき、生産性向上を図る合板・製材工場等の施設整備を支援　「体質強化計画」の策定　木材加工流通施設等の整備に対し補助　　実施主体　民間事業体 ○H28年度予算 561,600 千円県産材による公共建築物の木造化・内装等木質化整備に対し補助　実施主体　市町村、社会福祉法人製材の日本農林規格（ＪＡＳ）に基づく認定取得講習会の開催 ○ ○H28年度予算 94,791 千円住宅への県産材利用を促進するため、「奈良の木」マーケティング協議会が実施する県産材取扱事業者と工務店との連携体制の構築・強化及び県産材住宅相談活動に対し補助 ○ ○H28年度予算 5,640 千円大手ハウスメーカーや工務店等の県産材利用に係るニーズと、奈良県森林技術センターが有する技術シーズとのマッチングによる新たな木材製品の開発 ○ ○H28年度予算 1,495 千円地域の特性に応じた新技術の開発に対し補助　実施主体　民間事業体 ○ ○H28年度予算 5,000 千円地域認証材や県産材を活用した住宅の新築・リフォーム等に対し補助　地域認証材（対象　県内）　　補助額　　　構造材　５㎥以上150千円　内装材　20㎡以上100千円　　補助戸数　80戸　県産材（対象　県内及び県外）　　補助額　　　構造材　５㎥以上100千円　内装材　20㎡以上50千円　　補助戸数　140戸 ○ ○
H28年度予算 24,000 千円29



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-②-03県産材家具の導入支援事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03「奈良の木で健康になる」実証事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03産直住宅強化支援事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03奈良県産材活用贈り物開発事業【奈良の木ブランド課】
2-(1)-②-03県産材海外販路拡大事業

【奈良の木ブランド課】
2-(1)-②-03県産材首都圏販路拡大事業

【奈良の木ブランド課】

県内の公共建築物で多数の利用者・視察者が見込まれる施設において、奈良の木を積極的に使用する取り組みを行う市町村に対し、県産材家具の導入を支援　補助上限　2,500千円／施設 ○H28年度予算 2,500 千円県産材のもつ健康増進効果を検証し、需要を拡大  抗菌性に関する試験等の実施　試験結果を総括するための検討委員会の開催 ○ ○H28年度予算 2,766 千円産直住宅の取組の拡大に向け、素材生産者からエンドユーザーを繋ぎコーディネートする人材の配置に対し補助　実施主体　十津川村森林組合産直住宅強化推進会議の開催 ○ ○H28年度予算 3,027 千円県産材を用いた贈り物の開発及び商品化　プロジェクトチームによるデザイン開発及び試作品の製作吉野ヒノキ材で観音像を制作し、彫刻用材としての適性を検討 ○ ○H28年度予算 4,010 千円海外で開催される大規模な見本市において、県産材のＰＲを行う事業者に対し補助　補助上限　500千円／回県産材の海外販路開拓を支援　海外の木材業界及び木材輸出の実情に精通した専門家や国内商社等からの情報収集　木材輸出に特化した海外販路開拓セミナーの開催 ○ ○
H27年度2月補正 4,780 千円東京オリンピック・パラリンピック関連施設等での県産材使用に向けたトップセールス等のＰＲ活動の実施首都圏の商業施設や住宅等への新たな販路の開拓　知事トップセールス等のＰＲ活動の実施  首都圏で開催される家に関する大規模な展覧会「HOUSEVISION 2016」での県産材ＰＲの実施（早稲田大学との連携事業）　首都圏の木材市場での市場調査、県産材ＰＲの実施 ○ ○
H27年度2月補正 24,500 千円30



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(1)-②-03森林環境教育推進事業　［森林環境保全］

【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-03奈良の木づかい運動推進事業［一部森林環境保全］【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-04木質バイオマス実証実験事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-04木質バイオマス利用施設等整備事業（緑の産業再生プロジェクト事業）【奈良の木ブランド課】
2-(1)-②-05奈良の木人材養成事業

【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-05奈良の木ツーリズム推進事業【奈良の木ブランド課】

県産材を使用した使いやすい学習机等の県立中学校への導入県産材を使用した使いやすい学習机等を導入する市町村に対し補助県産間伐材を使用したイベント用木製品の製作県産材を使用した積み木を新生児に配付する市町村に対し補助新県産材を使用した木の玉プールを公共施設に導入する市町　　に対し補助中学校の技術家庭科の教材として奈良県産スギ、ヒノキを活用する市町村に対し補助 ○ ○
H28年度予算 8,166 千円10月を「奈良の木づかい運動推進月間」として、奈良の木の魅力を幅広くＰＲ　月間のスタートを告げるキックオフイベントの開催　寄付型クラウドファンディングを活用した奈良の木の玉の製作 ○ ○H28年度予算 6,200 千円再生可能エネルギーとしての木質バイオマスの利用推進に向けた実証実験の実施　原料木材搬出及びペレット製造の低コスト化の検証等 ○ ○H28年度予算 18,541 千円木質バイオマス加工利用施設等の整備に対し補助 ○ ○H28年度予算 238,425 千円建築を学ぶ学生を対象に県産材の魅力・特長や歴史的な木造建築技術などの講義を行う「奈良の木大学」を開講　時期　平成28年８月（予定）県内の高校生を対象に林業・木材産業の講義を行う「奈良の木を考える高校生熱中講座」を開催　時期　平成28年8月（予定）大工や設計士、住宅販売営業担当者等に奈良の木の特長・利用方法・メンテナンス方法等を詳しく習得する場を提供し、住宅への奈良の木利用を積極的に提案できる「奈良の木の匠」を養成　時期　平成28年6月（予定） ○ ○
H28年度予算 6,821 千円奈良の森林散策・製材工場見学等のツアーを開催奈良らしい森林ツーリズム検討会議の開催　森林ツーリズムのあり方検討　森林ツーリズムの効果検証等 ○ ○H28年度予算 2,660 千円31



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-②-05林産業活性化促進支援事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-②-05林業労働安全衛生総合対策事業【林業振興課】2-(1)-②-05林業労働者退職金共済制度推進事業【林業振興課】2-(1)-②-05奈良の木ＰＲ戦略推進事業【奈良の木ブランド課】2-(1)-③-01漢方のメッカ推進プロジェクト事業【産業政策課】2-(1)-③-01漢方のメッカプロモーション事業【産業政策課】2-(1)-③-02国産生薬使用促進支援事業 【薬務課】2-(1)-③-02大和の生薬の薬効研究事業 【薬務課】

 林産関係主要団体が実施する関係事業者の能力向上や林産物の流通促進、普及活動などの取組に対し補助 ○ ○H28年度予算 2,055 千円林業・木材産業の労働災害防止のための研修会の開催、及び各種取り組みに対し補助林業・木材産業労働災害防止対策事業振動障害特殊健康診断促進事業 ○ ○H28年度予算 862 千円中小企業退職金共済法に基づく林業労働者の退職金共済契約の掛金月額に対し補助 ○ ○H28年度予算 7,506 千円インターネットを主軸とした奈良の木のＰＲ　奈良の木に関する情報を集約したポータルサイトの開設　奈良県産材のＰＲ動画の制作 ○ ○H27年度2月補正 9,600 千円プロジェクト検討会の開催・運営 ○ ○H27年度2月補正 1,282 千円大和トウキ総合PRサイトの開設、各種イベントへの出展 ○ ○H27年度2月補正 2,291 千円国産生薬使用促進のための品質評価方法の構築 ○ ○H27年度2月補正 2,393 千円トウキ根の指標成分の確立とトウキ根及びエキスを分析し、有効性を確認 ○ ○H27年度2月補正 2,489 千円32



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(1)-③-02漢方のメッカ推進プロジェクト事業（薬用作物の生産流通振興）

【農業水産振興課】2-(1)-③-03生薬製剤共同開発事業 【薬務課】2-(1)-③-03「奈良のくすり」等販路拡大事業【薬務課】2-(1)-③-03森野藤助没後250年記念事業 【薬務課】2-(1)-③-03漢方の製品化に向けた研究事業【産業振興総合センター】2-(1)-③-04川上・川下のマッチング事業【産業政策課】2-(1)-④-01企業立地促進補助事業（南部・東部地域振興補助金）【企業立地推進課】

薬用作物栽培に取り組む農業生産法人等に対し、栽培技術指導及び経営分析を実施市町村が行う高品質・安定生産等の取組に対し補助　実施主体　市町村奈良県ゆかりの薬用作物の安定供給に係る研究　ゲノム育種等による優良品種の育成　省力・安定生産技術の開発　生薬以外への利用に向けた生産技術の開発宇陀地域の気象・土壌条件を活かした薬草研究 ○ ○
H27年度2月補正 22,297 千円県産薬用作物を使用した企業の製品開発の支援 ○ ○H27年度2月補正 900 千円「奈良のくすり」等のインバウンド消費の拡大及び良質な品質情報発信 ○ ○H27年度2月補正 3,221 千円森野藤助没後２５０年記念講演会の開催 ○ ○H28年度予算 900 千円県産薬用作物の医薬品以外の部位を利用し新たな食品を開発・産業振興総合センターにおいて、トウキ葉の栄養成分分析、加工技術の研究を行う。 ○ ○H27年度2月補正 2,200 千円奈良県漢方のメッカ推進協議会の運営大和トウキ葉活用商品等の展示・販売による販路開拓支援 ○ ○H27年度2月補正 1,727 千円南部・東部地域に立地する企業活力集積促進補助金の対象企業に対し南部・東部地域振興補助金を加算　加算額　固定資産投資額　5億円以上　1千万円　　　　　　　　　　　　　　　　　 10億円以上　2千万円 ○ ○H28年度予算 100,000 千円33



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-④-01戦略的企業誘致事業 【企業立地推進課】2-(1)-④-01立地企業人材確保支援事業【企業立地推進課】2-(1)-④-02中南和振興のための産業集積地形成事業 【企業立地推進課】

2-(1)-⑤-01南部・東部振興物産販売促進支援事業【再掲】

【地域産業課】2-(1)-⑤-01「奈良ブランド」開発支援事業【産業振興総合センター】

企業立地の目標を達成するため、効果的な誘致活動を展開　トップセミナーの実施（東京、大阪）　首都圏及び関西でのＰＲ活動の実施　企業立地コンシェルジュの設置 ○ ○H28年度予算 21,373 千円立地に伴う人材確保を支援するため、立地企業による人材情報会社の求人サイトや人材紹介の活用に助成　補助率：1/2（上限100万円） ○ ○H28年度予算 1,000 千円京奈和自動車道御所インターチェンジ周辺において中南和地域の通勤圏内での雇用機会の創出を実現する産業集積地を形成　事業用地の造成　　 用地測量、補償調査等 ○H28年度予算 75,800 千円南部･東部の産業活性化のため、地域内の市町村が実施する、県外における物産展の開催及び物産展への出展に対して補助する【補助対象事業】①県が指定する大都市圏での物産展の共同開催又は共同出展(補助率2/3)②①以外の県外での物産展の開催･出展(補助率1/2)【補助対象経費】物産展の開催または物産展へ出展するために要する経費(地域産品買取費、商品搬送費、出展料　等)【補助要件】･各市町村は商工会に加え、その他の地域振興団体と連携して事業を実施する･事業経費のうち、旅費及び商品搬送費を除いた額の1/2以上は、地域産品の買取費に当てる･物産展の売上については、事業実施主体が取り組む産業復興策･観光振興策へ充当する【補助対象者】｢奈良県南部振興基本計画｣（平成27年3月改訂版）及び｢奈良県東部振興基本計画｣（平成27年3月改訂版）による振興対象地域の各自治体(3市4町12村)【事業期間】平成27年度～平成29年度
○ ○

H28年度予算 11,000 千円自社のブランド化を目指す企業に対し、製品開発及び販路開拓の取組を支援。　・ブランドアドバイザ－による指導　・東京の百貨店等への商品の出店「ＴＥＩＢＡＮ展」 ○ ○H28年度予算 3,654 千円34



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-⑤-01奈良の逸品売り込み逆商談会開催事業【産業振興総合センター】
2-(1)-⑤-01高付加価値獲得支援補助事業

【産業振興総合センター】2-(1)-⑤-01奈良県産品振興事業【産業振興総合センター】
2-(1)-⑤-01販路拡大支援事業

【産業振興総合センター】
2-(1)-⑤-01ならクラウドファンディング活用支援事業

【産業政策課】

県内企業の直接商談の機会を増やすため、百貨店バイヤー等に自社製品を売り込む逆商談会を開催逆商談会開催前に自社商品をブラッシュアップするためのセミナーを開催 ○ ○H28年度予算 1,473 千円県内企業が高付加価値化を図ろうとする新たな取組に対し補助（対象事業）　・奈良県産の原材料を活用した「ご当地食品」の開発　・市場のニーズを踏まえた製品に結びつく新技術の開発等　・マーケットインの製品づくり ○ ○
H28年度予算 29,157 千円県内の物産、特産品及び工芸品産業の発展、振興を目的として、奈良県産業共励会が実施する各種事業に対して補助 ○ ○H28年度予算 1,000 千円・国内販路拡大支援事業  　県内企業の東京国際ギフトショーへの出展を支援し、バイヤーとの商談及び商品をブラッシュアップするための機会を提供・海外販路拡大支援事業　　県内企業のニューヨークで開催される展示会への出展を支援し、バイヤーとの商談及び商品をブラッシュアップするための機会を提供・海外進出促進事業　　県内企業が単独で海外展示会へ出展する場合の経費や販売拠点立ち上げに向けたマーケティング調査等に要する経費を支援・海外進出促進支援セミナーの開催・ＪＥＴＲＯ担当者による事業説明会及び企業相談会を実施 ○ ○
H28年度予算 25,853 千円県内中小企業の特色ある地場産品や技術力に優れた商品の販売促進等を図るため、マイクロ投資導入時に必要となるファンド組成経費に対し補助　補 助 先　県内中小企業等　補助上限　1,000千円／社購入型クラウドファンディングの導入に向けた調査、検討 ○ ○H28年度予算 5,500 千円35



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(1)-⑤-01商工会等経営改善普及事業補助

【地域産業課】2-(1)-⑤-01中小企業連携組織対策事業補助【地域産業課】2-(1)-⑤-01地域資源加工品の魅力向上支援事業【マーケティング課】2-(1)-⑤-01奈良の木づかい研究事業（森林技術センター） 【林業振興課】2-(1)-⑤-01木材の利用・森林林業の試験研究及び技術開発事業（森林技術センター）【林業振興課】2-(1)-⑤-02高等技術専門校就業支援事業【雇用政策課】

商工会広域協議会等が行う地域経済活性化に向けた取組並びに商工会、商工会議所及び県商工会連合会が行う経営改善普及に対し補助　商工会　34カ所　　商工会議所　4カ所　　補助対象職員（指導員等）　161人　商工会連合会　　補助対象職員（指導員等）　 41人　農林・観光等、他産業との一体化推進の支援　　商工会事業の農林・観光等分野への多様化、他の地域振興組織との統合を含めた商工会組織の多角化を推進するための取組に対し補助 ○ ○
H28年度予算 1,030,189 千円中小企業団体中央会が行う中小企業の組織化及び育成指導に対し補助　補助対象職員（指導員）　9人　組合指導情報整備事業、組合等への情報提供事業、創業連携組織等活動促進事業等 ○ ○H28年度予算 75,337 千円地域の魅力ある農産加工品のブランド向上を図るため、物語性や素材の特徴を活かした魅力ある商品開発を支援・農産加工品の栄養・機能性分析・アドバイザー派遣によるデザインの改良支援　ほか ○ ○H28年度予算 2,000 千円県産材について、特色を活かした利用促進や新たな用途への活用に資する研究を実施県産優良材を用いた楽器開発事業 ○ ○H28年度予算 3,968 千円木材の利用･森林林業の試験研究および技術開発を行う里山林の循環利用に関する実践的研究　ほか8題 ○ ○H28年度予算 25,010 千円高等技術専門校に就業支援員を配置し、就職・起業を実施　外部講師による就業支援セミナーの開催　製造業等の民間企業における職場実習の実施　卒業生等の訓練受講に対する給付金の支給　県内起業家による合同展示会の実施 ○ ○H28年度予算 15,275 千円36



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-⑤-03制度融資（経営強化資金） 【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（創業支援資金） 【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（創業支援資金（認定枠））【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（チャレンジ応援資金）【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（チャレンジ応援資金（認定枠））【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（経営環境変化・災害対策資金） 【地域産業課】

経営強化のために事業資金を必要とする者を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　　  7年以内　　貸付限度額　　 50百万円　　融資利率　　　　【所定枠】金融機関所定金利　　　  　　　　　　　　【固定枠】2.075％　　貸付枠　　　　 　120億円 ○ ○H28年度予算 27,375 千円創業しようとする者を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　  　7年以内　　貸付限度額　　 25百万円　　融資利率　　　　1.575％　　貸付枠　　　　　 10億円 ○ ○H28年度予算 9,407 千円優れた事業計画により創業しようとする者を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　　　7年以内　　貸付限度額　　 15百万円　　融資利率　　　　0.000％　　貸付枠　 　　　　3億円 ○ ○H28年度予算 5,617 千円既存事業の拡大、異業種への進出または事業転換を行おうとする者を対象とする資金　　資金使途　　　設備・運転　　融資期間　　　設備10年以内、運転7年以内　　貸付限度額　 280百万円　　融資利率　　　金融機関所定金利　　貸付枠　　　　 20億円 ○ ○H28年度予算 7,776 千円優れた事業計画により既存事業の拡大、異業種への進出または事業転換を行おうとする者を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　　　7年以内　　貸付限度額　　 30百万円　　融資利率　　　　0.000％　　貸付枠　　 　　　10億円 ○ ○H28年度予算 49,475 千円業況の悪化や災害等で売上等が減少している中小企業等で知事の認定を受けた者等を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　　　7年以内　　貸付限度額　　 50百万円　　融資利率　　　　1.775％(5年以内)または1.975％(5年超)　　貸付枠　　 　　　30億円 ○ ○H28年度予算 12,257 千円37



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(1)-⑤-03制度融資（女性・若者創業支援資金）【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（セーフティネット対策資金）【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（創業支援資金（南部・東部枠）） 【地域産業課】2-(1)-⑤-03制度融資（企業立地促進資金）【地域産業課】2-(1)-⑤-03設備導入資金貸付金（特別会計）【地域産業課】2-(1)-⑤-04奥大和プロジェクト検討事業【再掲】 【南部東部振興課】

認定支援機関等の支援を受けて創業しようとする女性及び若者を対象とする資金　　資金使途　　　設備・運転　　融資期間　　　7年以内　　貸付限度額　 15百万円　　融資利率　　　0.000％　　貸付枠　　　　 2億円 ○ ○H28年度予算 3,948 千円業況の悪化や災害等で売上等が減少している中小企業等で市町村長の認定を受けた者を対象とする資金　資金使途　　　　運転　　　融資期間　　　　７年以内　貸付限度額　　　50百万円　融資利率【所定枠】金融機関所定金利　　　　　　　【固定枠】1.775％または1.975％  貸付枠　　　 　 　40億円 ○ ○H28年度予算 51,391 千円奈良県南部地域・東部地域で創業しようとする者を対象とする資金　　資金使途　　　設備・運転  　融資期間　　　7年以内　　貸付限度額　 15百万円　　融資利率　　　0.000％　　貸付枠　　　　 2億円 ○ ○H28年度予算 3,065 千円工場の新増設または事業高度化を実施しようとする者を対象とする資金　　資金使途　　　　設備・運転　　融資期間　　　　設備15年以内　運転7年以内　　貸付限度額　　 280百万円　　融資利率　　　　金融機関所定金利　　貸付枠　　　　　 20億円 ○ ○H28年度予算 12,482 千円創業者又は小規模企業者等が経営革新に必要な設備の貸与を受けるために必要な資金　　設備貸与（割賦及びリース）　　貸付枠　　　　450百万円    償還期間　　 10年以内　　融資利率　　 企業ごとに判断　　貸付限度額　　１億円 ○ ○H28年度予算 300,000 千円南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げるプロジェクトの実現に向けた検討 ○ ○H28年度予算 7,200 千円38



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(1)-⑤-04安心して暮らし続ける奥大和生活支援事業

【南部東部振興課】
2-(1)-⑤-05ふるさと創生協力隊等設置・支援事業

【南部東部振興課】2-(1)-⑤-05女性の起業支援事業 【女性活躍推進課】
2-(1)-⑤-05地域産業振興センター事業

【産業政策課】

奥大和地域の住民が安心して暮らし続けるための、買い物手段や移動手段の確保に向けた市町村等のモデル的な取組を支援　買い物手段や移動手段の確保に向けた仕組みづくりに対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　　500千円　移動販売や買い物代行、配達を行うための車両等の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　4,000千円　介護補助機能付き車両等の移動支援車両の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　2,000千円 ○ ○
H28年度予算 16,000 千円奥大和地域において、複数の市町村にまたがる広域的な地域振興活動に従事する人材をふるさと創生協力隊として採用し、配置　ふるさと創生協力隊　３人紀伊半島大水害からの復興活動等、地域協力活動に従事する人材として採用したふるさと復興協力隊を引き続き奥大和地域の市町村に配置　ふるさと復興協力隊　６人地域おこし協力隊員等が抱える課題解決に向けた意見交換や新たな人脈づくりのための交流会を開催起業・事業化に向けたセミナーや公認会計士等による個別相談を実施県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助　補助上限　1,000千円

○ ○
H28年度予算 30,999 千円女性起業家を養成するためのセミナー・相談会を開催 ○ ○H28年度予算 818 千円（公財）奈良県地域産業振興センターが行う県内企業者への総合的な支援活動に対し補助　県との連携を強化し、産業支援体制を充実　　窓口相談業務、専門家派遣等　　企業間連携支援コーディネーターの配置　　優れた技術・製品を有する県内企業の海外販路拡大を図るため、英語版冊子を作成し情報発信 ○ ○
H28年度予算 82,828 千円39



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（１）働きやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(1)-⑤-05奈良起業家創出促進事業【産業振興総合センター】2-(1)-⑤-06中小企業技術支援事業　皮革産業支援事業 【産業振興総合センター】
2-(1)-⑤-06宇陀市下水前処理施設維持管理費補助事業

【地域産業課】
2-(1)-⑤-06小規模零細地場産業振興補助事業

【地域産業課】2-(1)-⑤-06毛皮革産地と大学等のコラボ事業【地域産業課】

・ビジネスプランコンテストの実施　起業への機運を醸成し起業家を発掘するため、事業計画を広く全国から募集し、優れた計画を表彰　　　　募集部門　　ベンチャ－（一般）　　　　　　　　　　　　アンダー22（若者）　　　　　　　　　　　　まほろば（地域密着） ○ ○H28年度予算 5,380 千円菟田野地区奈良県毛皮革工業団地企業への定例巡回相談･指導、研究開発支援を実施 ○H28年度予算 100 千円菟田野毛皮革工場団地内に設置されている宇陀市下水前処理施設の維持管理費に対して支援し、周辺環境の保全及び地場産業の振興を図る＜事業内容＞宇陀市下水前処理施設を円滑に運営するための維持管理費に対して補助する　・維持管理事業の内容　　汚水・汚泥の処理及び処分、水質等の試験・検査、設備機械の維持管理　・管理業務等　　　補　助　先：宇陀市　　　補　助　率：1/2 ○
H28年度予算 21,500 千円本県の小規模零細地場産業11業種は、これまでの経済連携交渉(EPA,FTA)の進展により安価な海外製品が流入し、今後はTPP交渉の進展による皮革関連品目の関税撤廃も懸念され、ますます厳しい経営環境となるこれらの業界が実施する商品・デザイン・技術開発及び改良事業、市場開拓事業等に対して補助することで、業界の活性化を図る＜事業内容＞毛皮革デザイン開発事業に対する補助、毛皮革フェアINUTANO、毛皮革ファッションフェア開催経費に対する補助(東部振興に係る事業のみ記載)　　補　助　先：奈良県毛皮革協同組合連合会　　　　　　　　　 宇陀市菟田野毛皮革産業振興協議会　　補　助　率：9/10、2/3、1/3 ○
H28年度予算 8,370 千円なめしから縫製まで一貫した生産機能をもつ全国唯一の毛皮革産地である菟田野がもつ技術・知識・素材と、上田安子服飾専門学校の学生による斬新なデザインを組合せ、ファッション性の高い新たな商品を開発し、奈良県毛皮革産地の活性化を目指す ○
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする
２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（２）暮らしやすくする（２）暮らしやすくする（２）暮らしやすくする（２）暮らしやすくする

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①健康・医療・福祉・介護の充実　　01　地域包括ケアシステムの構築　　　　・市町村における地域包括ケアシス　　　　　テムの構築を支援　　　　　（地域包括ケア推進室） 市町村支援の実施 他地域への普及　　　　・「スマホ」を活用した健康づくり・生活　　　　　支援の推進　　　　　（健康づくり推進課）　　02　南和地域の医療提供体制の充実　　　　・南奈良総合医療センターの整備　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 新築工事 供用開始　　　　・吉野病院の整備　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 　　　改修工事　供用開始　　　　・五條病院の整備　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課） 改修工事 供用開始　　　　・医療機能の再編　（南和広域医療企業団・病院マネジメント課）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討・協議・推進

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

【【【【目標目標目標目標】】】】 健康・医療・福祉・介護及び教育・子育ての充実などを進め、健康・医療・福祉・介護及び教育・子育ての充実などを進め、健康・医療・福祉・介護及び教育・子育ての充実などを進め、健康・医療・福祉・介護及び教育・子育ての充実などを進め、

南部・東部地域で「住みたい」南部・東部地域で「住みたい」南部・東部地域で「住みたい」南部・東部地域で「住みたい」 「住みやすい」と思う人の割合を「住みやすい」と思う人の割合を「住みやすい」と思う人の割合を「住みやすい」と思う人の割合を

増やします。増やします。増やします。増やします。

（平成（平成（平成（平成27272727年度県民アンケート調査年度県民アンケート調査年度県民アンケート調査年度県民アンケート調査 東部：東部：東部：東部：60.7%60.7%60.7%60.7% 南東部：南東部：南東部：南東部：58.7%58.7%58.7%58.7% 南西部：南西部：南西部：南西部：

51.8%51.8%51.8%51.8% 県全体：県全体：県全体：県全体：63.3%63.3%63.3%63.3%））））

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】

⇒⇒⇒⇒健康・医療・福祉・介護の充実を図ります。健康・医療・福祉・介護の充実を図ります。健康・医療・福祉・介護の充実を図ります。健康・医療・福祉・介護の充実を図ります。

⇒⇒⇒⇒住み慣れた地域で暮らし続けるために地域包括ケアシステム住み慣れた地域で暮らし続けるために地域包括ケアシステム住み慣れた地域で暮らし続けるために地域包括ケアシステム住み慣れた地域で暮らし続けるために地域包括ケアシステム

の構築を推進します。の構築を推進します。の構築を推進します。の構築を推進します。

⇒⇒⇒⇒へき地医療の充実を図ります。へき地医療の充実を図ります。へき地医療の充実を図ります。へき地医療の充実を図ります。

⇒⇒⇒⇒教育、子育ての充実を図ります。教育、子育ての充実を図ります。教育、子育ての充実を図ります。教育、子育ての充実を図ります。

⇒⇒⇒⇒買い物等支援を行います。買い物等支援を行います。買い物等支援を行います。買い物等支援を行います。

⇒⇒⇒⇒移動手段の確保を行います。移動手段の確保を行います。移動手段の確保を行います。移動手段の確保を行います。

⇒⇒⇒⇒文化の振興を行います。文化の振興を行います。文化の振興を行います。文化の振興を行います。

⇒⇒⇒⇒集落の維持・活性化を推進します。集落の維持・活性化を推進します。集落の維持・活性化を推進します。集落の維持・活性化を推進します。

システム化検討・構築 市町村での本格導入 機能（アプリ）の充実 機能（アプリ）の充実
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする　　03　安定的な医師配置システムの運営　　　　・地域医療学講座の運営　　　　　（医師・看護師確保対策室） 地域の医療状況の研究、医師育成プログラムの研究　　　　・地域医療支援センターの運営　　　　　（医師・看護師確保対策室） ドクターバンク、県費奨学生の配置及びキャリア形成支援　　04　へき地医療の充実　　　　・へき地医療を支える医師の確保　　　　　（医師・看護師確保対策室） 自治医科大学卒業生、県費奨学生の配置　　　　・ドクターヘリ共同利用 　　　　（地域医療連携課） 共同利用 相互応援　　　　・ドクターヘリ導入検討　 　　　（地域医療連携課） 導入に向けた検討 ドクターヘリの運航② 教育の充実　　01　県立高校の特色化・活性化　　　　　（保健体育課） 全国募集と環境整備　　02　職業教育等の充実　　　　　（学校教育課） 整備　　03　へき地教育の充実　　　　　（学校教育課、教職員課） 教員確保、指導の充実　　04　遠距離通学の支援　　　　　（学校教育課） 実施　　05　学びの機会の提供　　　 　（南部東部振興課） 実施③ 子育ての支援　　01　子育ての支援          （女性活躍推進課） 実施④ 買い物等の支援　　01　買い物等の支援　　　　　（南部東部振興課） 検討・実施⑤ 移動手段の確保　　01　バス交通確保のための対策　　　　（地域交通課） 関係市町村・交通事業者等との協議、施策の実施　　02　過疎地有償運送の支援　　　　（南部東部振興課） 住民団体、NPO等の支援⑥ 文化の振興　　01　文化の振興　　　　（国民文化祭・障害者芸術文化祭課） 文化活動支援⑦ 集落の維持・活性化　　01　南部・東部地域のまちづくり推進支援　　　　　（住まいまちづくり課、地域政策課） 市町村への支援　　02　地域プラットフォーム普及　　　　　（青少年・社会活動推進課） プラットフォーム普及支援　　03　新しい集落づくり　　　　　（住まいまちづくり課） 市村への支援
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名
2-(2)-①-01市町村地域包括ケア推進事業【地域包括ケア推進室】2-(2)-①-01地域包括ケアモデルプロジェクト推進事業 【地域包括ケア推進室】
2-(2)-①-01介護予防・生活支援サービス推進事業

【地域包括ケア推進室】2-(2)-①-01「スマホ」を活用した生活支援サービス提供事業 【健康づくり推進課】2-(2)-①-02南和地域公立病院新体制整備支援事業【病院マネジメント課】

事業内容 南部 東部地域包括ケアの実現に向けて、モデル的な取組を行う市町村に対し補助　①地域包括ケアシステム構築に向けた全体構想の策定　　補助上限　8,000千円／市町村（2市町村）　②地域包括ケアシステムの5つの構成要素（医療・介護・予防・生活支援・住まい）の充実　　補助上限　2,000千円／市町村（10市町村） ○ ○H28年度予算 36,500 千円地域包括ケアの実現に向けて、健康長寿まちづくりプロジェクトを実践するとともに、市町村への地域包括ケア推進支援チームによる助言等を行い、市町村の取り組みを促進。 ○ ○H28年度予算 1,367 千円地域包括ケアの構成要素である生活支援と介護予防の取り組みを充実させるため、市町村を支援。特に社会資源の少ない南部・東部の市町村へのアウトリーチ等による個別支援を実施。（市町村支援の内容）・生活支援体制整備補助　早期着手を支援するために、検討会議の運営等の経費補助　　　補助上限　300千円／20市町村・地域づくりによる介護予防推進事業　住民が主体的に集まって週１～２回体操やレクリエーションを行う「住民運営の通いの場」の充実に取り組む市町村を支援　モデル市町村に対し、国アドバイザーと連携した助言、現地支援、意見交換会等を実施するとともに全市町村を対象に研修会を開催 ○ ○
H28年度予算 10,093 千円山間部の高齢者等を対象に、スマートフォンを活用した見守りや健康づくりなどの生活支援サービスを提供　県が開発したアプリを搭載したスマートフォン等を市町村　に貸し出し、「奈良県版生活支援スマホ」の導入を促進 ○ ○H28年度予算 22,480 千円南和広域医療企業団による南和地域公立病院新体制整備への支援　五條病院改修工事等、企業団構成市町村に対する起債償還金補助、五條病院休院中の仮設診療所設置等 ○H28年度予算 1,600,880 千円43



  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(2)-①-02南和広域医療企業団運営費補助事業【病院マネジメント課】2-(2)-①-02南和広域医療企業団運営費負担金事業【病院マネジメント課】2-(2)-①-02南和広域医療企業団運営費貸付金【病院マネジメント課】
2-(2)-①-03医師配置システムの運営

【医師・看護師確保対策室】
2-(2)-①-03医師確保推進事業

【医師・看護師確保対策室】

南和広域医療企業団の病院運営にかかる経費に対し、補助　病院開院の立ち上がり支援　　五條病院開院に備え確保の必要がある職員の人件費　　南奈良総合医療センターの稼働平準化までの経営支援　県からの身分移管職員の県在職中に起因して発生する人件費　　退職手当及び期末・勤勉手当の県在職期間分 ○H28年度予算 452,487 千円南和広域医療企業団が設置する看護専門学校の運営経費に対し負担 ○H28年度予算 80,000 千円病院所在市町村が南和広域医療企業団に負担する地方交付税相当額のうち、交付が翌年度以降となるものについて無利子貸付 ○H28年度予算 505,733 千円地域医療学講座運営費補助金　 県立医科大学における地域医療学講座の運営に対し　 補助　 　 地域医療を担う医師のキャリアパスの構築や支援策　 　 の研究等医師配置評価委員会の運営　 奈良医大医師派遣センターの医師派遣・配置実績を　 評価県費奨学生配置センター事業　 修学資金の貸与を受けた医師に対する継続的なキャリ　 ア形成支援と公立公的医療機関等への適切な配置を　 実施 ○ ○
H28年度予算 30,032 千円ドクターバンク運営事業　 奈良県での就労を希望する医師のための相談窓口を設　 置し、県内の医療機関に紹介・あっせん地域医療マインド普及事業　 医学生に対し、県の医療や研修病院に関する情報を　 提供若手医師県内就職推進事業　 奈良臨床研修協議会の運営   臨床研修病院合同説明会を開催 ○ ○
H28年度予算 4,191 千円44



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(2)-①-04医師確保修学資金貸付金

【医師・看護師確保対策室】2-(2)-①-04自治医科大学運営費負担金【医師・看護師確保対策室】2-(2)-①-04へき地勤務医師確保推進事業【医師・看護師確保対策室】2-(2)-①-04ドクターヘリ運航推進事業【地域医療連携課】2-(2)-①-04ドクターヘリ共同利用事業【地域医療連携課】2-(2)-①-04へき地診療所医師確保支援事業（へき地診療所への人件費補助）【地域医療連携課】2-(2)-①-04へき地歯科医療施設整備事業【地域医療連携課】

緊急医師確保修学資金貸付金   対象　県立医科大学及び近畿大学の緊急医師確保特別　　　　　　入学試験合格者   貸与予定者  86人（うち新規15人）医師確保修学資金貸付金   対象　小児科・産婦人科・麻酔科・救急科・総合診療科・　　　　　 救命救急センターやへき地での勤務を希望する　　　　　 県内外の医学生・研修医   貸与予定者  24人（うち新規５人） ○ ○
H28年度予算 276,506 千円在学生　15人　　卒業生　84人（現在38期生まで）自治医大卒業医師の派遣　 へき地診療所等派遣人員　10人 ○ ○H28年度予算 131,200 千円医学生や研修医を対象にプロモーション活動を実施　 地域医療ワークショップの開催　 へき地診療所での体験実習の実施 ○ ○H28年度予算 2,232 千円県独自ドクターヘリ導入の準備、運航にかかる経費の補助　実施主体　県立医科大学附属病院 ○ ○H28年度予算 86,481 千円緊急かつ重篤な患者の迅速な搬送体制を確保するため、ドクターヘリを共同利用　運航団体　関西広域連合（大阪府）、和歌山県　（平成28年度より三重県ドクターヘリ共同利用予定） ○ ○H28年度予算 8,427 千円補助対象　へき地診療所に勤務する医師に係る人件費（自治医大卒業医師等を除く）実施主体　宇陀市、山添村、御杖村、十津川村、川上村補助上限　2,400千円 ○ ○H28年度予算 5,552 千円へき地村立歯科診療所の医療施設・設備整備に対し補助  実施主体　曽爾村 ○H28年度予算 139 千円
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(2)-①-04へき地診療所運営費補助事業【地域医療連携課】2-(2)-①-04へき地医療支援機構運営事業【地域医療連携課】2-(2)-②-01奈良県立高等学校全国募集事業【保健体育課】2-(2)-②-02南部地域における産業連携教育支援事業 【学校教育課】2-(2)-②-03南部地域におけるへき地教育振興事業【教職員課】2-(2)-②-03小規模校における協働学習を活性化するためのICT活用事業 【学校教育課】2-(2)-②-04遠距離児童・生徒通学費補助事業【学校教育課】

へき地診療所の運営に必要な経費に対し補助実施主体　五條市 ○H28年度予算 5,897 千円広域的なへき地医療支援事業の企画・調整を行い、へき地医療対策の各種事業を円滑かつ効率的に実施するため、都道府県単位でへき地医療支援機構の設置、運営する。実施主体　県 ○ ○H28年度予算 6,500 千円全国募集の入学者選抜試験を実施している学校の部活動を充実させるため、備品等を整備　㉘　榛生昇陽高校、十津川高校、山辺高校 ○ ○H28年度予算 2,567 千円地元企業に就職する等、南部地域の振興に貢献できる人材を育てるため、職業教育の実習備品を整備　十津川高校　木工作業機器　吉野高校　　林内作業車 ○H28年度予算 2,600 千円へき地の拠点校等に常勤の専科教員等を共同配置し、近隣校を巡回して授業等を実施する市町村に対し補助　補助額等　教員等の設置にかかる費用の1/2以内 ○ ○H28年度予算 6,904 千円タブレット端末等のＩＣＴ機器を活用した学習等をモデル的に実施し、へき地における効果的な指導方法を開発  モデル校　小学校3組（6校） ○ ○H28年度予算 5,638 千円学校統合等による通学費の保護者負担を軽減するため、町村の遠距離児童生徒通学費支援事業に対し補助　対象　5町村（山添村、高取町、下市町、野迫川村、東吉野村） ○ ○H28年度予算 11,445 千円46



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(2)-②-05ふるさとへの愛着心育成事業【南部東部振興課】
2-(2)-③-01「なら子育て応援団」広報・啓発事業

【女性活躍推進課】
2-(2)-③-01子育てひろば等普及充実事業

【女性活躍推進課】2-(2)-③-01次世代育成支援対策推進事業【女性活躍推進課】2-(2)-③-01地域少子化対策強化推進交付金市町村補助事業 【女性活躍推進課】2-(2)-③-01結婚新生活支援事業費補助【女性活躍推進課】

若者の地元への愛着を深めるため、モデル地域において、高校生と小・中学生が主体的に取り組むイベントを開催　モデル地域　吉野町、十津川村(予定) ○H28年度予算 3,025 千円「なら子育て応援団」応援団制度及び平成２８年４月からの全国共通利用開始についての広報を行う。　「なら子育て応援団」制度及び子育て支援パスポート全国共通利用に関する広報　子育て応援のキャッチコピー及びシンボルキャラクターの作成（公募）　「みんなで子育て応援デイ」の開催　等 ○ ○
H27年度2月補正 7,539 千円子育て支援の拠点や利用者支援の裾野を広げていくためのセミナーや研修会を開催する。また、父母や祖父母が子育てのノウハウを学ぶために作成した子育て支援プログラムを普及させる。　地域子育て支援研修の開催（従事者基礎研修）　地域子育て支援研修の開催（市町村職員・従事者テーマ研修）　子育て支援プログラム普及用のＣＤの作成及びモデル教室見学会の開催 ○ ○

H28年度予算 1,460 千円奈良県こども・子育て応援プラン推進事業　奈良県こども･子育て応援県民会議等の運営地域の子育て支援充実事業　県内の保育士養成課程を有する大学と県が連携し、地域の子育て支援のための取組を実施 ○ ○H28年度予算 492 千円　結婚から子育てまでの「切れ目ない支援」を行うため、地域独自の先駆的な取組を行う市町村に対し補助 ○ ○H28年度予算 10,000 千円 H27年度2月補正 35,000 千円結婚に伴う新生活を経済的に支援する市町村に対し補助 ○ ○H27年度2月補正 11,000 千円47



  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(2)-④-01奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】【南部東部振興課】
2-(2)-④-01安心して暮らし続ける奥大和生活支援事業【再掲】

【南部東部振興課】2-(2)-⑤-01奈良県基幹公共交通ネットワーク確保事業 【地域交通課】2-(2)-⑤-01安心して暮らせる地域公共交通確保事業【地域交通課】2-(2)-⑤-01交通基本戦略推進事業 【地域交通課】2-(2)-⑤-02奥大和振興プロジェクト検討事業【再掲】【南部東部振興課】

南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げるプロジェクトの実現に向けた検討 ○ ○H28年度予算 7,200 千円奥大和地域の住民が安心して暮らし続けるための、買い物手段や移動手段の確保に向けた市町村等のモデル的な取組を支援　買い物手段や移動手段の確保に向けた仕組みづくりに対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　　500千円　移動販売や買い物代行、配達を行うための車両等の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　4,000千円　介護補助機能付き車両等の移動支援車両の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　2,000千円 ○ ○
H28年度予算 16,000 千円利用目的に応じた交通サービスを確保するため、広域の路線バスの運行に対し補助　　補助上限　収支差の1/2市町村連携による路線バスの広域コミュニティバス等による代替運行に対し補助　　補助上限　収支差の1/2補助対象系統を運行するノンステップバスの導入に対し補助 ○ ○
H28年度予算 197,479 千円公共交通の利用促進と効率的な運行、まちづくりと一体となった公共交通のあり方等の検討や実証運行に対し補助　運行効率化計画等の策定への支援　利用環境整備への支援　実証運行への支援 ○ ○H28年度予算 33,582 千円「奈良県交通基本戦略」に基づく取組の推進　地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく地域公共交通再編実施計画の策定に向けた検討　奈良県地域交通改善協議会における公共交通の再編に向けた協議やＰＤＣＡサイクルの継続的実施　公共交通に関わる人材育成のための研修会を開催 ○ ○H28年度予算 23,822 千円南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げるプロジェクトの実現に向けた検討 ○ ○H28年度予算 7,200 千円48



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部
2-(2)-⑤-02安心して暮らし続ける奥大和生活支援事業【再掲】

【南部東部振興課】
2-(2)-⑥-01新たな文化活動チャレンジ補助金

【国民文化祭・障害者芸術文化祭課】2-(2)-⑦-01簡易水道技術支援体制構築モデル事業【地域政策課】2-(2)-⑦-01過疎地域飲料水・生活用水供給方法検討事業 【地域政策課】
2-(2)-⑦-01南部・東部地域づくり推進支援事業

【住まいまちづくり課】

奥大和地域の住民が安心して暮らし続けるための、買い物手段や移動手段の確保に向けた市町村等のモデル的な取組を支援　買い物手段や移動手段の確保に向けた仕組みづくりに対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　　500千円　移動販売や買い物代行、配達を行うための車両等の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　4,000千円　介護補助機能付き車両等の移動支援車両の整備に対し補助　　補助率　　1/2　補助上限　2,000千円 ○ ○
H28年度予算 16,000 千円県内で文化芸術活動を行う団体の事業に対し補助　 補助上限　500千円H29年度に開催する国民文化祭の情報発信を含むプレイベントとしてふさわしい文化芸術団体や市町村等の事業に対し補助 　補助上限　1,000千円 ○ ○
H28年度予算 16,350 千円簡易水道に係る維持管理の強化を図るため、奈良広域水質検査センター組合、県水道局及び県保健所により、市町村への技術支援を実施 ○ ○H28年度予算 3,681 千円モデル地区における最適な飲料水・生活用水供給手法を検討 ○ ○H28年度予算 2,900 千円南部・東部集落づくり支援事業　南部・東部地域における定住促進、空き家の利活用等の集落づくりプロジェクトを推進するため、市町村が必要とする技術的支援を実施復興住宅建設等補助事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う復興住宅建設関連事業に対し補助新しい集落づくりプロセスマネジメント支援事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う住まい、インフラ、福祉、産業など多岐にわたる分野の復興事業を横断的に調整・管理するため、市村によるファシリテーターの活用に対し補助 ○ ○
H28年度予算 215,638 千円49



  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（２）暮らしやすくする事業名 事業内容 南部 東部2-(2)-⑦-02市町村を核とした地域プラットフォーム設置事業 【青少年・社会活動推進課】
2-(2)-⑦-03南部・東部地域づくり推進支援事業【再掲】

【住まいまちづくり課】2-(2)-⑦-03県内大学生が創る奈良の集落活性化事業 【住まいまちづくり課】

ＮＰＯ等が地域の課題解決に向け主体的に対応できるよう、市町村を核とした協働の取組を推進するための仕組みを構築  県・市町村協働推進連絡会議の開催  市町村担当職員等を対象とした人材育成のための研修会を開催   地域プラットフォーム設置に係るアドバイザー派遣等 ○ ○H28年度予算 550 千円南部・東部集落づくり支援事業　南部・東部地域における定住促進、空き家の利活用等の集落づくりプロジェクトを推進するため、市町村が必要とする技術的支援を実施復興住宅建設等補助事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う復興住宅建設関連事業に対し補助新しい集落づくりプロセスマネジメント支援事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う住まい、インフラ、福祉、産業など多岐にわたる分野の復興事業を横断的に調整・管理するため、市村によるファシリテーターの活用に対し補助 ○ ○
H28年度予算 215,638 千円県内大学生等との協働により、十津川村谷瀬地区にある空き家を活用し、集落の住民と集落外からの移住・定住・来訪者との交流の場となる休憩所の整備・運営や、移住・定住促進に向けた滞在型交流体験の場となる体験宿泊所等の整備を実施 ○H28年度予算 3,015 千円
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える
２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（３）いざというときに備える（３）いざというときに備える（３）いざというときに備える（３）いざというときに備える

【主な取り組みの工程表】主な取り組み①紀伊半島アンカールートの整備　　01　紀伊半島アンカールートの早期整備　　　　 の推進　　　 ・京奈和自動車道の整備　　　 　（大和御所道路・御所区間）　　　　 （道路建設課） 整備の促進　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　阪本工区　　　　（道路建設課） 整備の推進　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　辻堂バイパス　　　　（道路建設課） 整備の推進　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　川津道路　　　　（道路建設課） 整備の推進　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　長殿道路　　　　（道路建設課） 整備の促進　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　風屋川津・宇宮原工区　　　　（道路建設課） 整備の促進

平成３１年度 平成３２年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

【【【【目標目標目標目標】】】】災害による死者をなくす、人命を守ることを最大の目標に、災害による死者をなくす、人命を守ることを最大の目標に、災害による死者をなくす、人命を守ることを最大の目標に、災害による死者をなくす、人命を守ることを最大の目標に、

できる限り被害を減少させます。できる限り被害を減少させます。できる限り被害を減少させます。できる限り被害を減少させます。

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】

⇒⇒⇒⇒紀伊半島アンカールートの整備を進めます紀伊半島アンカールートの整備を進めます紀伊半島アンカールートの整備を進めます紀伊半島アンカールートの整備を進めます

⇒⇒⇒⇒効率的・効果的な道路防災対策を推進します。効率的・効果的な道路防災対策を推進します。効率的・効果的な道路防災対策を推進します。効率的・効果的な道路防災対策を推進します。

⇒⇒⇒⇒土砂災害対策の推進と山地災害の予防と復土砂災害対策の推進と山地災害の予防と復土砂災害対策の推進と山地災害の予防と復土砂災害対策の推進と山地災害の予防と復旧旧旧旧を進めます。を進めます。を進めます。を進めます。

⇒⇒⇒⇒河河河河道整備を進めます。道整備を進めます。道整備を進めます。道整備を進めます。

⇒⇒⇒⇒災害に強い災害に強い災害に強い災害に強い森森森森林づくりを進めます。林づくりを進めます。林づくりを進めます。林づくりを進めます。

⇒⇒⇒⇒災害に強い情報災害に強い情報災害に強い情報災害に強い情報ネッネッネッネットトトトワワワワークづくりを進めます。ークづくりを進めます。ークづくりを進めます。ークづくりを進めます。

⇒⇒⇒⇒災害に強い災害に強い災害に強い災害に強い地域地域地域地域づくりを進めます。づくりを進めます。づくりを進めます。づくりを進めます。

⇒⇒⇒⇒エネエネエネエネルルルルギギギギーの確保を進めます。ーの確保を進めます。ーの確保を進めます。ーの確保を進めます。

⇒⇒⇒⇒防災力の向上防災力の向上防災力の向上防災力の向上とととと紀伊半島大紀伊半島大紀伊半島大紀伊半島大水水水水害の害の害の害の次世代次世代次世代次世代へのへのへのへの継承継承継承継承を図ります。を図ります。を図ります。を図ります。

⇒⇒⇒⇒紀伊半島大紀伊半島大紀伊半島大紀伊半島大水水水水害により被災したインフラの復害により被災したインフラの復害により被災したインフラの復害により被災したインフラの復旧旧旧旧をををを引引引引き続き推進き続き推進き続き推進き続き推進

します。します。します。します。

●供用予定●部分供用
●御所南IC～五條北IC供用予定

●供用予定●供用
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える　　　 ・国道168号（五條新宮道路）の整備　　　　十津川道路　　　　（道路建設課） 整備の促進　　　 ・国道169号の整備　　　　奥瀞道路（Ⅱ期）         （道路建設課） 整備の促進　　　 ・未改良区間の新規事業化　　　　国道168号（五條新宮道路）十津川　　　　道路（Ⅱ期）　　　　国道169号新伯母峯トンネル　等　　　　　　　　　　　　　　　（道路建設課） 国への整備実現に向けた要望活動・調査の実施②効率的・効果的な道路防災対策の　 推進　　01　防災・減災・老朽化対策の推進　　　 ・地域を支える主要な道路ネットワー　　　　 クの形成　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路建設課） 整備の推進　　　 ・道路防災対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課） 対策の推進　　　 ・道路施設の老朽化対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課） 対策の推進　　　 ・市町村管理道路施設の老朽化　　　　対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　（道路管理課） 対策の推進③ 土砂災害対策の推進と　　山地災害の予防と復旧　　01　土砂災害対策の推進　　　　（担い手・農地マネジメント課、河川課、　　　　 砂防・災害対策課） 対策の推進　　02　治山対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森林整備課） 対策の推進④ 河道整備　　01　河川整備等の推進　　　 ・河川改修の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川課） 対策の推進　　　 ・河床掘削等の堆積土砂除去　　　　　　　　　　　　　　　　　（河川課） 対策の推進⑤ 災害に強い森林づくり　　01　災害に強い森林づくりの推進　　　　　　　　　　　　　　　　（森林整備課） 対策の推進⑥ 災害に強い情報ネットワーク  づくり　　01　情報ネットワークの基盤づくり　　　　　（情報システム課） 整備の促進⑦ 地震に強い地域づくり　　01　既存木造住宅の耐震化の促進　　　　　　　　　　　　　　　（建築課） 耐震診断・改修の促進

●供用
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  ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える⑧ エネルギーの確保　　01　緊急時に備えたエネルギーシス　　　　　テムの構築（エネルギー政策課） 構築への支援　　02　多様な再生可能エネルギー等の　　　　　普及拡大　（エネルギー政策課、　　　　　奈良の木ブランド課） 普及拡大の促進⑨ 防災力向上と紀伊半島大水害　　の次世代への継承　　01　大規模災害による防災体制等の整備　　　　・陸上自衛隊駐屯地の五條市への　　　　 誘致　（防災統括室、道路建設課） 政府要望実施、気運醸成、防衛省が行う調査への協力等　　　 ・広域防災拠点の整備　　　　　　　　　　　　　　　（防災統括室） 基本構想策定・候補地調査・基本設計・整備の推進　　　　・大規模土砂災害の監視・警戒・避難　　　　 のシステムづくり　　　　　　　　　　　　　　（砂防・災害対策課） 検討 監視・警戒・避難のシステムづくりの推進　　　　・孤立集落の対策支援　　　　　　　　　　　　　　　　　（防災統括室） 臨時ヘリポートデータベースの共有・管理　　　　・県と市町村等が連携した災害種別　　　　 訓練の実施　　　　（防災統括室） 災害種別ごとに訓練を実施　　02　市町村防災対策への支援　　　　 （防災統括室） 市町村防災対策への継続的な支援　　03　地域防災力の向上　　　　・自主防災組織の組織化・活性化　　　　　の促進　　　　　　（安全・安心まちづくり推進課） 組織率の向上と活動への支援　　04　防災教育・啓発　　　　　　（防災統括室） セミナー、ワークショップ、講演会、パネル展等の開催など県民への啓発の実施⑩ 紀伊半島大水害の復旧の完了　　01　被災したインフラの復旧　　　　（森林整備課、地域政策課、　　　　　　　　　　企業立地推進課） 復旧の推進、財政的支援

臨時ヘリポート調査 追加調査
全市町村の地域防災計画の見直し支援
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名2-(3)-①-01直轄道路事業費負担金（南部・東部）　京奈和自動車道【再掲】 【道路建設課】2-(3)-①-01五條新宮道路の整備推進（国道168号）　阪本工区【再掲】 【道路建設課】2-(3)-①-01五條新宮道路の整備推進（国道168号）　辻堂バイパス【再掲】 【道路建設課】2-(3)-①-01五條新宮道路の整備推進（国道168号）　川津道路【再掲】 【道路建設課】2-(3)-①-01直轄道路事業費負担金（南部・東部）  長殿道路【再掲】 【道路建設課】2-(3)-①-01直轄道路事業費負担金（南部・東部）　風屋川津・宇宮原工区【再掲】【道路建設課】2-(3)-①-01直轄道路事業費負担金（南部・東部）　十津川道路【再掲】 【道路建設課】

事業内容 南部 東部紀伊半島アンカールートを形成する京奈和自動車道（大和御所道路・御所区間　他）の整備促進【整備スケジュール】　御所南IC～五條北IC　平成28年度供用予定 ○H28年度予算 5,160,000 千円 H27年度2月補正 270,000 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）阪本工区の早期整備　五條市大塔町小代～五條市大塔町阪本　L=1.4km ○H28年度予算 625,897 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）辻堂バイパスの早期整備　五條市大塔町宇井～五條市大塔町小代　L=4.1km ○H28年度予算 728,461 千円 H27年度2月補正 1,138,000 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）川津道路の早期整備　十津川村川津～十津川村上野地　L=3.2km ○H28年度予算 33,763 千円 H27年度2月補正 107,200 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）長殿道路（直轄権限代行事業）の整備促進　十津川村長殿　L=2.6km ○H28年度予算 106,000 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）風屋川津・宇宮原工区（直轄権限代行事業）の整備促進　十津川村野尻～十津川村川津（風屋川津工区）　L=5.5km　十津川村上野地～十津川村宇宮原（宇宮原工区）L=1.2km ○H28年度予算 88,000 千円紀伊半島アンカールートを形成する国道168号五條新宮道路（地域高規格道路）十津川道路（直轄権限代行事業）の整備促進　十津川村平谷～十津川村小原　L=6.0km ○H28年度予算 587,000 千円54



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-②-01災害に強い道路ネットワークの整備推進【再掲】 【道路建設課】2-(3)-②-01道路災害防除事業（南部・東部）【道路管理課】2-(3)-②-01道路施設維持修繕費（南部・東部）【道路管理課】2-(3)-②-01道路施設点検・診断事業(南部・東部）【道路管理課】2-(3)-②-01橋りょう耐震補強事業（南部・東部）【道路管理課】2-(3)-②-01道路施設老朽化対策事業(南部・東部）【道路管理課】2-(3)-②-01道路舗装補修事業（南部・東部）【道路管理課】

地域を支える主要な道路ネットワークの形成　国道169号　高取バイパス　国道309号　丹生バイパス　榛原菟田野御杖線　ほか ○ ○H28年度予算 1,902,380 千円 H27年度2月補正 1,197,407 千円道路斜面で崩落等の兆候がある箇所や、法面の危険度、路線の重要度等を総合的に判断して対策を優先すべき箇所で法面・落石の防災対策を実施　国道169号外13路線 ○ ○H28年度予算 622,335 千円 H27年度2月補正 658,437 千円紀伊半島大水害により被災した箇所のうち、地すべりの兆候がある地区において二次的な災害を防止　高野天川線　天川村南日裏　篠原宇井線　五條市大塔町惣谷　川津高野線　十津川村五百瀬 ○H28年度予算 60,000 千円効率的・効果的な補修・修繕を実施するため、橋梁・トンネルや道路法面の点検を実施　国道165号外31路線 ○ ○H28年度予算 906,140 千円耐震補強が必要な緊急輸送道路の橋梁の対策を重点実施　国道166号阿騎野橋外５路線24橋 ○ ○H28年度予算 291,900 千円長寿命化修繕計画に基づく補修・修繕を実施　天満橋外81橋　高見トンネル外13トンネル ○ ○H28年度予算 1,199,830 千円路面の破損が進行し、安全な通行に支障をきたす箇所の対策を実施　国道166号外17路線 ○ ○H28年度予算 242,550 千円55



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-②-01道路施設老朽化対策市町村支援事業【道路管理課】2-(3)-③-01直轄河川事業費負担金（南部・東部）【河川課】2-(3)-③-01通常砂防事業（南部・東部）【砂防・災害対策課】2-(3)-③-01地すべり対策事業（南部・東部）【砂防・災害対策課】2-(3)-③-01急傾斜地崩壊対策事業（南部・東部）【砂防・災害対策課】2-(3)-③-01地籍調査事業【再掲】【担い手・農地マネジメント課】2-(3)-③-02治山事業 【森林整備課】2-(3)-③-02民有林直轄治山事業費負担金【森林整備課】

市町村管理橋梁の予防保全を図るための点検業務及び橋梁修繕工事を受託 ○ ○H28年度予算 525,000 千円河道閉塞（土砂ダム）等の対策工事　五條市大塔町赤谷地区、宇井地区　天川村坪内地区　野迫川村北股地区　十津川村長殿地区、栗平地区 ○H28年度予算 1,664,000 千円 H27年度2月補正 752,000 千円砂防設備の設置により、土石流等による被害から人家等を保全　補助事業　十津川村大畑瀞外15カ所　単独事業　宇陀市灰立川外2カ所 ○ ○H28年度予算 1,150,102 千円 H27年度2月補正 92,400 千円地すべり防止施設の設置により、地すべりによる被害から人家等を保全　補助事業　十津川村折立地区外3カ所　単独事業　宇陀市室生地区外1カ所 ○ ○H28年度予算 384,492 千円 H27年度2月補正 157,500 千円急傾斜地崩壊防止施設の設置により、急傾斜地の崩壊による被害から人家等を保全　補助事業　十津川村上野地地区外23カ所　単独事業　天川村川合地区外14カ所 ○ ○H28年度予算 923,501 千円国土調査法及び国土調査促進特別措置法に基づき地籍調査を進める市町村に対し負担金を交付 ○ ○H28年度予算 166,617 千円 H27年度補正 54,399 千円自然現象に起因する山地災害の復旧と未然防止のための施設整備、良質な水や安全な生活を確保するため、水源のかん養や国土保全機能が低下した保安林において森林整備等を推進山地治山　　　　　　　29箇所水源地域等保安林整備　6箇所 ○ ○H28年度予算 914,850 千円新宮川水系十津川地区ほかの大規模崩壊地、高度な技術を要する箇所について、国直轄で治山事業を実施する箇所を拡大し、林地崩壊箇所等の復旧を推進新宮川水系十津川地区 ○H28年度予算 658,578 千円56



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-③-02県単独治山事業 【森林整備課】2-(3)-④-01南部東部地域河川改良事業 【河川課】2-(3)-④-01新宮川水系堆積土砂処分推進事業【河川課】2-(3)-⑤-01森林環境管理制度導入検討事業【再掲】【森林整備課】2-(3)-⑤-01施業放置林解消活動推進事業【森林整備課】2-(3)-⑤-01施業放置林整備事業 【森林整備課】
2-(3)-⑥-01携帯電話等エリア整備事業

【情報システム課】

・市町村治山事業　市町村が実施する災害に伴う林地の小規模崩壊等の復旧に対して補助・治山関係調査費　新規着工予定箇所を対象として、国庫補助事業要求のための設計方針資料を作成するために必要な調査・概要測量を実施 ○ ○H28年度予算 75,242 千円南部・東部地域における治水安全度の向上を図るため、河川改良を実施　紀の川、宇陀川外9河川 ○ ○H28年度予算 668,575 千円新宮川水系において堆積土砂除去等により治水安全度の向上を推進　神納川、旭川 ○H28年度予算 150,000 千円森林の公益的機能や生物多様性の保全等に着目した、効率的で持続可能な森林環境管理制度の導入を検討（森林環境保全基金活用事業） ○ ○H28年度予算 5,989 千円施業放置林を調査し、森林所有者に対して森林整備に活用できる制度の紹介や森林の公益的機能についての普及啓発を実施　実施場所　十津川村　外22市町村（森林環境保全基金活用事業） ○ ○H28年度予算 10,000 千円森林の公益的機能の増進を図るため、施業放置林について強度の間伐等を実施　事業量　720ha　実施場所　十津川村　外22市町村（森林環境保全基金活用事業） ○ ○H28年度予算 269,200 千円・携帯電話の不感地域解消を目的とした携帯電話用基地局を整備する市町村に対し補助　　対象地域　過疎地域、辺地、半島振興対策実施地域、　　　　　　　　　振興山村、特定農山村地域　　実施主体　御杖村、東吉野村・施設整備事業を実施した市町村の公債費に対し補助　補助対象　国庫補助対象事業に係る市町村の公債費　　　　　　　　のうち、地方交付税算入額及び事業者負担　　　　　　　　分を差し引いた額　実施方法　事業完了翌年度から２年分割補助　実施主体　H27～28　上北山村、H28～29　野迫川村 ○ ○
H28年度予算 74,040 千円57



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部
2-(3)-⑥-01緊急時情報発信ネットワーク整備事業

【情報システム課】
2-(3)-⑥-01大和路情報ハイウェイ強化事業

【情報システム課】2-(3)-⑥-01南部東部ネットワーク強化事業【情報システム課】2-(3)-⑦-01住宅・建築物耐震対策事業 【建築課】2-(3)-⑧-01地域振興に役立つ小水力発電設備設置事業 【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-01災害時エネルギー自給支援事業【エネルギー政策課】

災害等により通信回線が切断された場合でも、防災等の情報入手・発信手段を確保するため、県南部の出先４ヶ所で衛星インターネット回線を運用整備年度　：　平成24年度対象地域　：　過疎地域、半島振興対策実施地域の　　　　　　　　 一部県出先機関　4箇所 ○
H28年度予算 1,333 千円県及び市町村をつなぐ情報通信手段である大和路情報ハイウェイについて、バックアップ回線を整備することで、通信機能の信頼性を高め、災害に強い行政情報通信ネットワークを運営　整備年度：平成24年度　整備範囲：南部地域における幹線ケーブルのバックアップ 　　　　　　　 機能確保　十津川AP、上北山AP、吉野AP ○
H28年度予算 8,951 千円南部東部地域において、より信頼性が高く、災害に強い情報ネットワークを構築するため、アクセス回線を二重化（平成29年３月～） ○ ○H28年度予算 3,780 千円木造住宅の耐震診断・耐震改修に対し補助住宅を含む全ての建築物の耐震精密診断に対し補助 ○ ○H28年度予算 7,246 千円市町村等が実施する地域振興に役立つ小水力発電の設備の整備に対し補助　補助率　1/2　　補助上限額5,000千円 ○ ○H28年度予算 15,194 千円孤立可能性集落の避難所において、大規模災害時に数日間のエネルギー自給が可能となる設備の導入に対して支援補助率：1/2　　補助上限：5,000千円 ○ ○H28年度予算 10,000 千円58



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部
2-(3)-⑧-02スマートハウス普及促進事業

【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-02再生可能エネルギー導入アドバイザー派遣事業 【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-02事業所再生可能エネルギー等熱利用促進事業 【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-02小型風力発電導入可能性研究事業【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-02再生可能エネルギー活用調査支援事業【エネルギー政策課】2-(3)-⑧-02木質バイオマス実証実験事業【再掲】【奈良の木ブランド課】2-(3)-⑧-02木質バイオマス利用施設等整備事業（緑の産業再生プロジェクト事業）【再掲】【奈良の木ブランド課】

住宅等への省エネ・創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、下記の設備を設置する県民に対し補助　太陽光発電設備＋蓄電池・電気自動車充給電設備（定額100千円）　太陽光発電設備＋停電時自立運転機能付エネファーム（定額　80千円）　太陽熱利用システム<自然循環型>　(定額　30千円)　太陽熱利用システム<強制循環型>　(定額　90千円)　太陽熱利用システム<補助熱源型>　(定額　120千円) ○ ○
H28年度予算 44,642 千円再生可能エネルギーに精通した専門家をアドバイザーとして登録し、要請に応じて市町村等に派遣 ○ ○H28年度予算 400 千円事業者が実施する熱の効率的利用及び自給率の向上を図るための設備整備に対し補助　太陽熱利用システム　　（上限500千円）　地中熱等利用システム　　（上限1,000千円）　停電時自立運転機能付コージェネレーションシステム（上限1,000千円） ○ ○H28年度予算 8,100 千円新技術である小型風力発電設備を活用した、新たな風力発電の導入可能性について調査・検討 ○H28年度予算 4,400 千円地域振興、停電時の電力供給・熱利用を目的とする再エネ活用事業の事業化可能性調査に対し補助補助率：１／２以内補助上限：2,000千円 ○ ○H28年度予算 10,000 千円再生可能エネルギーとしての木質バイオマスの利用推進に向けた実証実験の実施　原料木材搬出及びペレット製造の低コスト化の検証等 ○ ○H28年度予算 18,541 千円木質バイオマス加工利用施設等の整備に対し補助 ○ ○H28年度予算 238,425 千円59



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-⑨-01陸上自衛隊駐屯地誘致推進事業【防災統括室】2-(3)-⑨-01奈良県広域防災拠点整備基本構想策定事業 【防災統括室】2-(3)-⑨-01孤立集落の対策支援事業 【防災統括室】2-(3)-⑨-01陸上自衛隊駐屯地関連道路調査【道路建設課】2-(3)-⑨-01大規模土砂災害防止対策推進事業【砂防・災害対策課】2-(3)-⑨-01災害体制の機能充実事業 【防災統括室】2-(3)-⑨-01市町村災害対応支援 【防災統括室】2-(3)-⑨-01職員災害対応能力向上 【防災統括室】

陸上自衛隊駐屯地誘致の早期実現に向けた各種取組を実施　国への提案・要望活動　陸上自衛隊のヘリポートを併設した駐屯地誘致のための調査　誘致気運の醸成のための県民向けイベントの開催 ○H28年度予算 10,000 千円南海トラフ巨大地震等が発生した際、県内外からの大量の人的・物的支援を受け入れて迅速に支援できる広域防災拠点（防災基地）の整備等のための基本構想を策定 ○H28年度予算 16,000 千円孤立可能性集落箇所を把握し、災害時に活用できる臨時ヘリポートを確認をすることにより、市町村の孤立集落対策を支援 ○ ○H28年度予算 1,000 千円陸上自衛隊駐屯地の誘致に合わせ、駐屯地へのアクセス道路の調査を実施 ○H28年度予算 20,000 千円平成23年９月の紀伊半島大水害、平成26年８月の広島土砂災害を教訓に、土砂災害対策方針及び優先度に基づくソフト対策とハード対策を合わせたアクションプランを策定 ○ ○H28年度予算 26,260 千円今後起こりうる大災害に備えるための災害対策本部の機能充実　災害時緊急連絡員の研修・訓練の実施 ○ ○H28年度予算 600 千円県内市町村職員の災害に対する意識と対応業務能力の向上を図るため、災害対応等に係る研修会等を開催し、市町村が災害発生時に迅速かつ的確な対応ができるよう支援 ○ ○H28年度予算 582 千円災害対応業務に携わる自治体職員の能力向上、人材の育成は最重要課題の一つであることから、県・市町村職員の研修を行うなど、災害対応能力の向上を推進 ○ ○H28年度予算 157 千円60



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-⑨-01プレホスピタルケア時の看護師の資質向上 【防災統括室】2-(3)-⑨-01防災訓練事業【防災統括室・消防救急課】2-(3)-⑨-02市町村住民避難対策支援事業【防災統括室】
2-(3)-⑨-03安全・安心まちづくり推進事業

【安全・安心まちづくり推進課】2-(3)-⑨-04企業防災対策推進 【防災統括室】2-(3)-⑨-04防災対策啓発 【防災統括室】

災害現場における対処方法について学び、緊急時の対応や災害現場でのトリアージができる知識・技術を得るとともに、被災者のメンタルヘルスについて理解を深めるなど、臨床実践能力の向上を推進 ○ ○H28年度予算 168 千円防災総合訓練の実施緊急消防援助隊ブロック訓練の実施林野火災消火訓練の実施【H28は近畿府県合同防災訓練と一体で実施】 ○ ○H28年度予算 47,400 千円大規模災害の教訓等を踏まえ、市町村の住民避難対策を支援　大和川流域の上下流の市町村間で整合のとれた避難勧告等発令基準を策定等するための検討会を開催　市町村職員向け避難所運営に関する実務研修を実施 ○ ○H28年度予算 729 千円県民が自ら、また近隣･地域同士で犯罪や災害から生命を守る「自助」「共助」の取り組みを積極的に支援・（仮称）安全安心の確保のための奈良県基本計画の策定・自主防犯・防災活動推進協議会運営・自主防犯・防災リーダー研修（防災士養成講座）の開催と、研修終了者に対するフォローアップ・自主防犯・防災活動に関する情報発信・自主防災活動団体の表彰・顕彰・自主防犯・防災に関するアドバイザーの地域への派遣と、アドバイザーの能力向上のための研修・奈良県安全・安心なまちづくり旬間普及の推進（集中的に自主防犯に関し啓発する期間を設け県民に訴える）・自主防災組織が行う訓練に対する人的・物的支援 ○ ○
H28年度予算 3,918 千円地震、火災、風水害や新型インフルエンザ等の災害・危機事象に備え、企業活動を継続していくための事業継続計画（ＢＣＰ）を策定するためのノウハウ等について、県内の経営指導員や企業を対象にセミナーを実施し、災害に強い企業づくりを推進 ○ ○H28年度予算 136 千円自助・共助を促進し、地域防災力を向上させるため、自然災害に関する知識や、家庭・地域での災害対策についてのパンフレットを作成し、出前トークや講演会、防災訓練等の各種行事を通じて、県民への啓発を実施 ○ ○H28年度予算 243 千円61



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（３）いざというときに備える事業名 事業内容 南部 東部2-(3)-⑨-04みんなで取り組む奈良県防災活動推進事業 【防災統括室】
2-(3)-⑩-01簡易水道等整備推進事業

【地域政策課】2-(3)-⑩-01被災宿泊施設利子補給事業（台風１２号災害復旧対策資金利用）【企業立地推進課】2-(3)-⑩-01治山事業【再掲】 【森林整備課】2-(3)-⑩-01民有林直轄治山事業費負担金【再掲】【森林整備課】

奈良県防災の日・防災週間（７月～９月）において、県・市町村・関係機関等が防災訓練やイベント等を集中的に実施・防災週間等に市町村が行う訓練のための経費に対し補助・ナラ・シェイクアウト訓練の実施・防災の日・防災週間各種イベントの実施・啓発パンフレット及び啓発用防災グッズの作成、配布 ○ ○H28年度予算 1,861 千円簡易水道等整備推進事業　市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助　　対象市町村　桜井市　外11市町村　29事業　　補助対象　　 国庫補助対象事業費　　補　助　率　  過疎・辺地　16％　　　　　　　　　　 そ　の　他　 20％　　補助方法　　 事業実施翌年度から10年分割補助簡易水道事業等災害復旧事業　紀伊半島大水害による簡易水道施設等の災害復旧事業の公債費に対し補助  　対象市町村　五條市　外6市村　18事業　　補助対象　　 国庫補助対象事業費(補助災害復旧事業)　　　　　　　　　　 起債対象事業費(単独災害復旧事業)　　補　助　率　  12.5～25％(補助災害復旧事業)　　　　　　　　　　 20～50％(単独災害復旧事業)　　補助方法　　 事業実施翌年度から10年分割補助
○ ○

H28年度予算 122,865 千円制度融資「台風12号災害復旧対策資金」の設備資金を借り入れた宿泊施設事業者に対して、5年間利子補給補助を実施 ○H28年度予算 145 千円自然現象に起因する山地災害の復旧と未然防止のための施設整備、良質な水や安全な生活を確保するため、水源のかん養や国土保全機能が低下した保安林において森林整備等を推進山地治山　　　　　　　29箇所水源地域等保安林整備　6箇所 ○ ○H28年度予算 914,850 千円新宮川水系十津川地区ほかの大規模崩壊地、高度な技術を要する箇所について、国直轄で治山事業を実施する箇所を拡大し、林地崩壊箇所等の復旧を推進新宮川水系十津川地区 ○H28年度予算 658,578 千円62



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう
２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）２．住み続けられる地域づくり（定住の促進）

（４）移り住んでもらう（４）移り住んでもらう（４）移り住んでもらう（４）移り住んでもらう

【主な取り組みの工程表】主な取り組み① 二地域居住・移住を受け入れる仕組みづくり　　01　情報発信の充実　　　　　（移住・交流推進室） 実施　　02　相談窓口の強化　　　　  （移住・交流推進室） 相談窓口の整備・相談対応　　03　体験プログラム等の実施　　　　　（移住・交流推進室） 実施　　04　奥大和移住・定住連携協議会　　　　　（移住・交流推進室） 実施　　05　受入体制の整備　　　　　（移住・交流推進室） 受入体制の整備支援② 二地域居住・移住を受け入れる拠点整備支援　　01 拠点施設の整備支援　　　（移住・交流推進室、住まいまちづくり課） 施設整備・運営を支援③ 移住者の働く場の確保　　01 地域事業所等への就業支援　　　　（地域産業課） 就業の支援　　02 農林業への就業支援　　　　（担い手・農地マネジメント課、　　　　　林業振興課） 就業の支援　　03 地域おこし協力隊等の支援　　　　（南部東部振興課）

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

【【【【目標目標目標目標】】】】南部・東部地域への南部・東部地域への南部・東部地域への南部・東部地域への二二二二地域地域地域地域居居居居住者・移住者を増住者・移住者を増住者・移住者を増住者・移住者を増加加加加させます。させます。させます。させます。

【【【【主な取組主な取組主な取組主な取組】】】】

⇒⇒⇒⇒二二二二地域地域地域地域居居居居住・移住を住・移住を住・移住を住・移住を受受受受けけけけ入入入入れる仕組みづくりをします。れる仕組みづくりをします。れる仕組みづくりをします。れる仕組みづくりをします。

⇒⇒⇒⇒二二二二地域地域地域地域居居居居住・移住を住・移住を住・移住を住・移住を受受受受けけけけ入入入入れるれるれるれる拠点拠点拠点拠点整備を支援します。整備を支援します。整備を支援します。整備を支援します。

⇒⇒⇒⇒移住者の働く場所の確保を図ります。移住者の働く場所の確保を図ります。移住者の働く場所の確保を図ります。移住者の働く場所の確保を図ります。

⇒⇒⇒⇒ふふふふるさとるさとるさとるさと創創創創生生生生協協協協力力力力隊隊隊隊などのなどのなどのなどの配置配置配置配置ややややふふふふるさと復興るさと復興るさと復興るさと復興協協協協力力力力隊隊隊隊等の等の等の等の

起業を支援することにより、移住者の働く場を確保します。起業を支援することにより、移住者の働く場を確保します。起業を支援することにより、移住者の働く場を確保します。起業を支援することにより、移住者の働く場を確保します。

ふるさと復興協力隊の配置（仮称）ふるさと創生協力隊の配置・活動

モデルプランの作成置
ふるさと復興協力隊の配置（仮称）ふるさと創生協力隊の配置・活動支定住に向けた起業等の支援
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名

2-(4)-①-01奥大和移住促進事業

【移住・交流推進室】2-(4)-①-01大手百貨店連携プロモーション事業【再掲】 【移住・交流推進室】2-(4)-①-01紀伊半島移住プロモーション事業【移住・交流推進室】

事業内容 南部 東部ホームページ等による移住情報の発信、古民家ＤＩＹ改修イベントや食と移住の情報発信を行うイベント開催によるプロモーションの実施旧県立耳成高校セミナーハウス内において移住・定住に関わる情報交換や交流の拠点となる「奥大和移住定住交流センター」を設置し、移住・定住相談員を配置地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助　補助上限　250千円空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有する空き家バンクサミットを開催　時期　平成28年11月（予定）　場所　吉野町（予定）移住・定住、二地域居住を推進するための拠点施設整備に向けたモデルプランを作成移住・定住、二地域居住を促進するための拠点施設を整備する市町村等に対し補助　補助上限　改修　4,000千円　　新築  6,000千円農家民宿ホームページによる情報発信等 ○ ○

H28年度予算 47,550 千円 H27年度2月補正 4,542 千円阪神百貨店本店で行われるバルや手技工芸展飲食・物産イベントに参加し、奥大和地域の食材・特産品のプロモーションと移住情報の発信を実施　時期　平成28年６月・９月（２回） ○ ○H28年度予算 4,600 千円三重県・和歌山県と協働して首都圏で移住フェアを開催し、奥大和への移住・定住を促進 ○ ○H28年度予算 5,000 千円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう事業名 事業内容 南部 東部

2-(4)-①-02奥大和移住促進事業【再掲】

【移住・交流推進室】2-(4)-①-02大手百貨店連携プロモーション事業【再掲】 【移住・交流推進室】

ホームページ等による移住情報の発信、古民家ＤＩＹ改修イベントや食と移住の情報発信を行うイベント開催によるプロモーションの実施旧県立耳成高校セミナーハウス内において移住・定住に関わる情報交換や交流の拠点となる「奥大和移住定住交流センター」を設置し、移住・定住相談員を配置地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助　補助上限　250千円空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有する空き家バンクサミットを開催　時期　平成28年11月（予定）　場所　吉野町（予定）移住・定住、二地域居住を推進するための拠点施設整備に向けたモデルプランを作成移住・定住、二地域居住を促進するための拠点施設を整備する市町村等に対し補助　補助上限　改修　4,000千円　　新築  6,000千円農家民宿ホームページによる情報発信等 ○ ○

H28年度予算 47,550 千円 H27年度2月補正 4,542 千円阪神百貨店本店で行われるバルや手技工芸展飲食・物産イベントに参加し、奥大和地域の食材・特産品のプロモーションと移住情報の発信を実施　時期　平成28年６月・９月（２回） ○ ○H28年度予算 4,600 千円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう事業名 事業内容 南部 東部

2-(4)-①-03奥大和移住促進事業【再掲】

【移住・交流推進室】2-(4)-①-03紀伊半島移住プロモーション事業【再掲】【移住・交流推進室】2-(4)-①-04奧大和移住・定住連携協議会運営事業【移住・交流推進室】

ホームページ等による移住情報の発信、古民家ＤＩＹ改修イベントや食と移住の情報発信を行うイベント開催によるプロモーションの実施旧県立耳成高校セミナーハウス内において移住・定住に関わる情報交換や交流の拠点となる「奥大和移住定住交流センター」を設置し、移住・定住相談員を配置地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助　補助上限　250千円空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有する空き家バンクサミットを開催　時期　平成28年11月（予定）　場所　吉野町（予定）移住・定住、二地域居住を推進するための拠点施設整備に向けたモデルプランを作成移住・定住、二地域居住を促進するための拠点施設を整備する市町村等に対し補助　補助上限　改修　4,000千円　　新築  6,000千円農家民宿ホームページによる情報発信等 ○ ○

H28年度予算 47,550 千円 H27年度2月補正 4,542 千円三重県・和歌山県と協働して首都圏で移住フェアを開催し、奥大和への移住・定住を促進 ○ ○H28年度予算 5,000 千円県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」において、移住情報の発信、各市町村の相談窓口の充実に向けた取組や移住体験プログラム等を実施 ○ ○H28年度予算 7,932 千円
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 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう事業名 事業内容 南部 東部

2-(4)-①-05奥大和移住促進事業【再掲】

【移住・交流推進室】

2-(4)-②-01奥大和移住促進事業【再掲】

【移住・交流推進室】

ホームページ等による移住情報の発信、古民家ＤＩＹ改修イベントや食と移住の情報発信を行うイベント開催によるプロモーションの実施旧県立耳成高校セミナーハウス内において移住・定住に関わる情報交換や交流の拠点となる「奥大和移住定住交流センター」を設置し、移住・定住相談員を配置地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助　補助上限　250千円空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有する空き家バンクサミットを開催　時期　平成28年11月（予定）　場所　吉野町（予定）移住・定住、二地域居住を推進するための拠点施設整備に向けたモデルプランを作成移住・定住、二地域居住を促進するための拠点施設を整備する市町村等に対し補助　補助上限　改修　4,000千円　　新築  6,000千円農家民宿ホームページによる情報発信等 ○ ○

H28年度予算 47,550 千円 H27年度2月補正 4,542 千円ホームページ等による移住情報の発信、古民家ＤＩＹ改修イベントや食と移住の情報発信を行うイベント開催によるプロモーションの実施旧県立耳成高校セミナーハウス内において移住・定住に関わる情報交換や交流の拠点となる「奥大和移住定住交流センター」を設置し、移住・定住相談員を配置地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助　補助上限　250千円空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有する空き家バンクサミットを開催　時期　平成28年11月（予定）　場所　吉野町（予定）移住・定住、二地域居住を推進するための拠点施設整備に向けたモデルプランを作成移住・定住、二地域居住を促進するための拠点施設を整備する市町村等に対し補助　補助上限　改修　4,000千円　　新築  6,000千円農家民宿ホームページによる情報発信等 ○ ○

H28年度予算 47,550 千円 H27年度2月補正 4,542 千円67



 ２住み続けられる地域づくり(定住の促進）　（４）移り住んでもらう事業名 事業内容 南部 東部
2-(4)-②-01南部・東部地域づくり推進支援事業【再掲】

【住まいまちづくり課】2-(4)-③-01制度融資（創業支援資金（南部・東部枠））【再掲】 【地域産業課】2-(4)-③-02農業新規参入者支援事業【再掲】【担い手・農地マネジメント課】2-(4)-③-02林業機械化推進事業【再掲】【林業振興課】
2-(4)-③-03ふるさと創生協力隊等設置・支援事業【再掲】

【南部東部振興課】

南部・東部集落づくり支援事業　南部・東部地域における定住促進、空き家の利活用等の集落づくりプロジェクトを推進するため、市町村が必要とする技術的支援を実施復興住宅建設等補助事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う復興住宅建設関連事業に対し補助新しい集落づくりプロセスマネジメント支援事業　紀伊半島大水害の被災地である五條市、野迫川村、十津川村が行う住まい、インフラ、福祉、産業など多岐にわたる分野の復興事業を横断的に調整・管理するため、市村によるファシリテーターの活用に対し補助 ○ ○
H28年度予算 215,638 千円奈良県南部地域・東部地域で創業しようとする者を対象とする資金　　　資金使途　　　設備・運転　　　融資期間　　　7年以内　　　貸付限度額　 15,000千円　　　融資利率　　　0.000％　　　貸付枠　　　　 200,000千円 ○ ○H28年度予算 3,065 千円新規就農希望者に対し、農業大学校での事前研修及び農家受入による実践研修を実施 ○ ○H28年度予算 8,240 千円機械化による省力化や生産コストの低減を図る　管理運営事業　研修事業  林業労働力確保推進事業 ○ ○H28年度予算 10,310 千円奥大和地域において、複数の市町村にまたがる広域的な地域振興活動に従事する人材をふるさと創生協力隊として採用し、配置　ふるさと創生協力隊　３人紀伊半島大水害からの復興活動等、地域協力活動に従事する人材として採用したふるさと復興協力隊を引き続き奥大和地域の市町村に配置　ふるさと復興協力隊　６人地域おこし協力隊員等が抱える課題解決に向けた意見交換や新たな人脈づくりのための交流会を開催起業・事業化に向けたセミナーや公認会計士等による個別相談を実施県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費を補助　補助上限　1,000千円

○ ○
H28年度予算 30,999 千円
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南部・東部振興基本計画の推進
南部・東部振興基本計画の推進南部・東部振興基本計画の推進南部・東部振興基本計画の推進南部・東部振興基本計画の推進

【主な取り組みの工程表】主な取り組み
① 南部・東部振興基本計画の推進　　01　南部・東部振興基本計画の推進　　　　　　　　　　　　　　（南部東部振興課） 計画の推進
【Ｈ２８年度の主な事業概要】事業名 事業内容①-01南部・東部振興基本計画推進事業【南部東部振興課】

平成３２年度平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度
南部 東部南部振興基本計画・東部振興基本計画の進捗管理及び計画推進のための調査等 ○ ○H28年度予算 8,000 千円
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